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入学者の受け入れ方針 （アドミッションポリシー）

東北芸術工科大学は、「藝術立国」という理念のもと、“ 人と自然を思いやる想像力と、社会
を変革する創造力を身につけ、自らの意思で未来を切り開くことができる人材の育成 ”を教育
目標としています。芸術学部及びデザイン工学部の入学者選抜では、それぞれの専門領域に
即して多面的・総合的に評価するために、次の観点から入学希望者を募集します。

①芸術やデザインに興味と熱意を持つ人
②高等学校までの学習および経験により培われた基本的な知識を持ち、
　主体的に学修できる人
③社会に興味を持ち、仲間とともに切磋琢磨して成長できる人

芸術学部

芸術は、美を求める純粋な心と知に基づくものであり、人々に夢や希望を与え、新たな価値を
生み出す力があります。多様性を学び取る柔軟な姿勢と、自らの創造力や感性を粘り強く磨
き続ける意志を身につけ、芸術の力を社会の真の豊かさに向けて活かそうとする入学希望者
を求めます。

デザイン工学部

デザインとは、見た目を装飾するだけではなく、今や「デザイン思考」として、人間社会の改善
や進化に必要不可欠な技術となっています。自己表現や趣味にとどまらず、広く社会をイメー
ジし、何のためにデザインを活用するべきなのか。モノやコトに対するデザインを学び、社会
に積極参加しようとする入学希望者を求めます。
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2022年度 東北芸術工科大学 入学試験一覧（予定）

総合型選抜入試［専願体験型］ 総合型選抜入試［併願型］

出願登録期間 2021年9月15日（水）～29日（水）

募
集
人
員

2021年11月15日（月）
～26日（金）

募
集
人
員

試験日 10月9日（土）または 10月10日（日）
※学科・コースにより実施日が異なります。 12月12日（日）

合格発表 11月1日（月） 12月22日（水）

入学手続締切 〈第一次〉
※入学金納付期限 11月15日（月） 2022年1月12日（水）

入学手続締切 〈第二次〉
※授業料等納付期限 12月17日（金） 2022年2月18日（金）

※申請により最長で3 /24まで延納が可能

試験会場 山形 山形／東京

美術科 
日本画コース

①体験授業（日本画の写生体験）
　・筆法体験 日本画の特徴である筆の体験講座を行う
　・写生 決められたエリア内（屋内）で、各自写生を行う 
②上記体験を通じて感じたこと、考えたことを文章化し、振り返りシートの提出する
③面接（1 グループ 2～3 人で行う） 

79

面接・書類審査 ※1

＋
次から1 科目：
「水彩画」 ※3

「油彩画」 ※4

「デッサン」

40

美術科 
洋画コース

①体験授業（静物油彩） 油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、各自油彩制作を行う
②面接（1 グループ 4～5 人で行い、当日制作した作品をもとにグループでのミニ講評会を兼ねる）

美術科 
版画コース

①体験授業（銅版画、木版画制作体験） 版画の工程や作業のポイントについて指導をうけながら制作を行う 
②ミニ講評会 体験授業終了後ミニ講評会を実施し、体験授業を通じて気づいたことをミニレポートに書く
③面接

面接・書類審査 ※1

＋
次から1 科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※3

「油彩画」 ※4

「国語」
「数学」
「英語」

美術科 
彫刻コース

①体験授業（彫刻制作体験） 大学周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各自が自由な発想で粘土を使って
　立体作品を制作する 
②振り返り 制作物の意図や感想を発表する
③面接 

美術科 
工芸コース

①体験授業（立体造形物制作体験） モチーフの成り立ち、作り方の基本など工程ごとに学びながら粘土を使 って制作。
　制作物を基に各自発想し、デザインを形にする立体構成を行う 
②振り返り 制作後、工夫した点などをシートに記入する 
③面接 

美術科 
テキスタイルコース

①体験授業（テキスタイル制作体験） 染色に関する講義を経て工程を学び染色作業を行う。また、染色した布の色をも
　とに複数の色を使用した配色デザインを行う 
②振り返り 完成後に一人ずつテーマと工夫した点を発表する 
③面接

美術科 
総合美術コース

①体験授業（アートワークショップ体験） アートワークショップを体験後、それを活用したイベント企画をグループで考
　え発表する 
②面接

文芸学科
①体験授業 教員による説明を経て、グループ単位で昔話をリライト（書き換え）する体験型演習を受講する 
②作文 ①で行ったグループワークについて執筆する（400 字程度）
③面接

22 7

文化財保存修復学科 ①体験授業 文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、ミニレポートを提出する 
②面接 13 3

歴史遺産学科

①体験授業（模擬授業とグループディスカッション） 
　・模擬授業にて身近で具体的な歴史遺産（考古遺跡や伝統的建造物など）をひとつ取り上げ、教員が説明を行う 
　・7、8 名程度のグループに分かれ上記歴史遺産の利活用を話し合う 
　・講義の感想とグループで話したことを講義ノート（A4 一枚程度）としてまとめ、面接冒頭に 3 分程度で話す 
②面接 

13 6

プロダクト 
デザイン学科

①体験授業 身のまわりのモノの機能や形態を観察し、その理由を考える。前半のグループワークではそれらの優れた
　点や改善すべき点を共有し、後半の個人ワークでは、対象となるモノの応用展開例を提案する 
②面接

32 13

建築・環境 
デザイン学科

①体験授業 建築、まち、自然や環境問題に関するミニ講義を受講後、講義に対する自身の意見をミニレポートにまとめる
②面接 20 14

グラフィック 
デザイン学科

①体験授業 デザインに関する模擬授業を受けた後、その内容を基にグループで発表を行う
②面接 41 14

映像学科
①創作体験 1 つのキーワードから独自の映像作品をイメージし、その世界観をアイディアスケッチと文章（200 字以内）
　で表現する 
②グループ内での発表 上記制作物を基に数人のグループで発表を行う
③面接 

32 14

企画構想学科

①体験授業
　・ミニ講義 課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講する 
　・課題解決型ワークショップ 提示された課題に対して、グループに分かれて企画を考え発表を行う 
　・振り返りシート ミニ講義とワークショップを振り返り、整理した内容を記入する
②面接

26 10

コミュニティ 
デザイン学科

①体験授業
　・地域課題解決型ワークショップ 地域の社会課題を解決するためのアイデアを話し合う
　・プレゼンテーション 上記アイデアをグループごとに発表する
　・振り返り 自身の気づきや考えについてレポートを作成する
 ②面接

16 6

※1 「書類審査」とは、「高等学校調査書」及び「出願書類」による総合評価 です。 ※2 募集人員は 、一般選抜入試（前期）、大学入学共通テスト利用入試（1科目利用）及び（2科目利用前期）を合算したものです。
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下記の内容は、2021 年 4 月 1 日現在の予定です。詳細は、別途発行の「東北芸術工科大学 2022 年度 学生募集要項」で必ず確認してください。

※3 水彩画を選択する場合は第一志望から第三志望のいずれかで、必ず日本画コースを志望してください。 ※4 油彩画を選択する場合は第一志望から第三志望のいずれかで、必ず洋画コースを志望してください。
※5 一般選抜入試［面接型］はオンラインで実施するため、試験日の前にインターネットの通信接続環境の確認および Zoom の動作確認のための「接続テスト」を行います。実施日については出願後メールにてお知らせします。

一般選抜入試
［前期］

大学入学共通テスト利用
入試［1 科目利用］

大学入学共通テスト利用
入試［2 科目利用 前期］

一般選抜入試
［専願型］

一般選抜入試
［面接型］

一般選抜入試
［後期］

大学入学共通テスト利用
入試 ［2科目利用 後期］

2022年1月5日（水）～21日（金） 2022年1月5日（水）
～ 24日（月）

募
集
人
員
※2

2022年1月5日（水）
～14日（金）

募
集
人
員

2022年2月18日（金）
～25日（金）

2022年2月18日（金）
～ 3月7日（月）

募
集
人
員

1月31日（月） 個別試験なし 1月31日（月） 3月15日（火）
接続テスト

3/3または3/4 ※5
3月15日（火） 個別試験なし

2月17日（木） 2月17日（木） 3月21日（祝・月）

3月3日（木） 3月3日（木）
3月24日（木）

3月10日（木）
※申請により3 /24まで延納が可能 3月10日（木）

山形／東京／札幌／仙台 ― 山形 オンライン 山形／東京 ―

次から1 科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から1 科目：
「水彩画」 ※3
「油彩画」 ※4

大学入学共通テストの
成績上位1 科目
＋
次から1 科目：
「水彩画」 ※3
「油彩画」 ※4

―

41

面接・書類審査 ※1
＋
「水彩画」

9

―
次から1 科目：
「水彩画」 ※3

「油彩画」 ※4
―

若
干
名

面接・書類審査 ※1
＋
「油彩画」

①・②のいずれか

①次から1 科目：
「国語」
「数学」
「英語」
＋
次から1 科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※3

「油彩画」 ※4

②次から2 科目：
「国語」
「数学」
「英語」

大学入学共通テストの
成績上位1 科目
＋
次から1 科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※3

「油彩画」 ※4

大学入学共通テストの
成績上位2 科目

①・②・③のいずれか

①面接・書類審査 
※1

＋
次から1 科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」
「油彩画」

②面接・書類審査 
※1

＋
次から1 科目：
「国語」
「数学」
「英語」

③面接・書類審査 
※1

＋
大学入学
共通テストの
成績上位1 科目

面接（オンライン）
・書類審査 ※1

次から1 科目：
「小論文」
「デッサン」
「水彩画」 ※3

「油彩画」 ※4

大学入学共通テストの
成績上位2 科目

11 2

8 2

11 2

15 2

14 2

11 2

14 2

12 2

6 2

5



2021年度 入学試験結果データ

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 127 160 160 135 134 1. 2  

　文化財保存修復学科 13 25 25 18 17 1.4  

　歴史遺産学科 13 14 14 14 14 1.0  

　美術科 79 92 92 77 77 1.2  

　　日本画コース 23 23 22 22 1.0  

　　洋画コース 39 39 27 27 1.4  

　　版画コース 6 6 4 4 1.5  

　　彫刻コース 6 6 6 6 1.0  

　　工芸コース 4 4 4 4 1.0  

　　テキスタイルコース 6 6 6 6 1.0  

　　総合美術コース 8 8 8 8 1.0  

　文芸学科 22 29 29 26 26 1.1  

デザイン工学部 167 291 283 181 181 1. 6  

　プロダクトデザイン学科 32 57 56 38 38 1.5  

　建築・環境デザイン学科　 20 25 25 22 22 1.1  

　グラフィックデザイン学科 41 87 84 42 42 2.0  

　映像学科 32 66 62 35 35 1.8  

　企画構想学科 26 41 41 30 30 1.4  

　コミュニティデザイン学科 16 15 15 14 14 1.1  

全学計 294 451 443 316 315 1. 4  

総合型選抜入学試験［専願型］

※学校推薦型選抜入試・外国人留学生特別選抜入試を含む。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 56 174 168 83 71 2.0  

　文化財保存修復学科 3 12 10 4 4 2.5  

　歴史遺産学科 6 13 12 9 9 1.3  

　美術科 40 135 132 65 54 2.0  

　　日本画コース 21 19 14 11 1.4  

　　洋画コース 38 38 17 13 2.2  

　　版画コース 15 15 5 4 3.0  

　　彫刻コース 10 9 3 3 3.0  

　　工芸コース 21 21 11 10 1.9  

　　テキスタイルコース 6 6 3 2 2.0  

　　総合美術コース 24 24 12 11 2.0  

　文芸学科 7 14 14 5 4 2.8  

デザイン工学部 71 309 292 109 101 2.7  

　プロダクトデザイン学科 13 58 53 15 14 3.5  

　建築・環境デザイン学科　 14 40 37 27 27 1.4  

　グラフィックデザイン学科 14 84 79 22 18 3.6  

　映像学科 14 64 62 21 20 3.0  

　企画構想学科 10 39 38 15 15 2.5  

　コミュニティデザイン学科 6 24 23 9 7 2.6  

全学計 127 483 460 192 172 2. 4  

総合型選抜入学試験［併願型］
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 150 150 60 20 2.5  

　文化財保存修復学科 8 19 19 4 1 4.8  

　歴史遺産学科 11 17 17 7 3 2.4  

　美術科 41 95 95 40 15 2.4  

　　日本画コース 28 28 11 4 2.5  

　　洋画コース 27 27 8 3 3.4  

　　版画コース 9 9 2 0 4.5  

　　彫刻コース 4 4 3 1 1.3  

　　工芸コース 11 11 9 6 1.2  

　　テキスタイルコース 7 7 4 1 1.8  

　　総合美術コース 9 9 3 0 3.0  

　文芸学科 11 19 19 9 1 2.1  

デザイン工学部 72 258 257 18 3 14 . 3  

　プロダクトデザイン学科 15 49 49 5 1 9.8  

　建築・環境デザイン学科　 14 39 39 3 1 13.0  

　グラフィックデザイン学科 11 58 58 3 0 19.3  

　映像学科 14 51 51 1 0 51.0  

　企画構想学科 12 37 37 0 0 　 -

　コミュニティデザイン学科 6 24 23 6 1 3.8  

全学計 143 408 407 78 23 5.2  

一般選抜入学試験［前期］

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 15 13 13 10 10 1. 3  

　文化財保存修復学科 2 1 1  1  1  1 .0  

　歴史遺産学科 2 0 0  0  0  -

　美術科 9 9 9  6  6  1 .5  

　　日本画コース 2 2  1  1  2 .0  

　　洋画コース 1 1  0  0  -

　　版画コース 1 1  1  1  1 .0  

　　彫刻コース 0 0  0  0  -

　　工芸コース 1 1  1  1  1 .0  

　　テキスタイルコース 1 1  1  1  1 .0  

　　総合美術コース 3 3  2  2  1 .5  

　文芸学科 2 3 3  3  3  1 .0  

デザイン工学部 12 27 27 16 16 1.7  

　プロダクトデザイン学科 2 3 3  2  2  1 .5  

　建築・環境デザイン学科　 2 4 4  3  3  1 .3  

　グラフィックデザイン学科 2 4 4  2  2  2 .0  

　映像学科 2 9 9  4  4  2 .3  

　企画構想学科 2 5 5  3  3  1 .7  

　コミュニティデザイン学科 2 2 2  2  2  1 .0  

全学計 27 40 40 26 26 1.5  

一般選抜入学試験［専願型］

※募集人員は一般入学試験（前期）、大学入学共通テスト利用入試（１科目利用）、及び大学入学共通テスト利用入試（２科目利用前期）を合算した人数。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 127 127 50 3 2.5  

　文化財保存修復学科 8 12 12 1 0 12.0  

　歴史遺産学科 11 7 7 3 0 2.3  

　美術科 41 99 99 41 2 2.4  

　　日本画コース 29 29 9 0 3.2  

　　洋画コース 31 31 10 1 3.1  

　　版画コース 8 8 3 0 2.7  

　　彫刻コース 5 5 4 0 1.3  

　　工芸コース 13 13 11 1 1.2  

　　テキスタイルコース 4 4 1 0 4.0  

　　総合美術コース 9 9 3 0 3.0  

　文芸学科 11 9 9 5 1 1.8  

デザイン工学部 72 156 156 18 5 8.7  

　プロダクトデザイン学科 15 32 32 5 1 6.4  

　建築・環境デザイン学科　 14 13 13 1 1 13.0  

　グラフィックデザイン学科 11 39 39 3 1 13.0  

　映像学科 14 31 31 3 1 10.3  

　企画構想学科 12 25 25 1 1 25.0  

　コミュニティデザイン学科 6 16 16 5 0 3.2  

全学計 143 283 283 68 8 4 .2  

※募集人員は一般入学試験（前期）、大学入学共通テスト利用入試（１科目利用）、及び大学入学共通テスト利用入試（２科目利用前期）を合算した人数。
※美術科日本画コース、美術科洋画コースは本試験での募集がありません。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 71 113 113 47 9 2. 4  

　文化財保存修復学科 8 26 26 6 1 4.3  

　歴史遺産学科 11 25 25 14 2 1.8  

　美術科　 41 43 43 18 3 2.4  

　　版画コース 5 5 3 0 1.7  

　　彫刻コース 4 4 4 1 1.0  

　　工芸コース 15 15 7 1 2.1  

　　テキスタイルコース 6 6 4 1 1.5  

　　総合美術コース 13 13 0 0 -

　文芸学科 11 19 19 9 3 2.1  

デザイン工学部 72 266 266 46 7 5 . 8  

　プロダクトデザイン学科 15 50 50 11 1 4.5  

　建築・環境デザイン学科 14 41 41 5 0 8.2  

　グラフィックデザイン学科 11 63 63 9 2 7.0  

　映像学科 14 43 43 5 2 8.6  

　企画構想学科 12 40 40 5 0 8.0  

　コミュニティデザイン学科 6 29 29 11 2 2.6  

全学計 143 379 379 93 16 4 .1 

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用前期］

大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

※募集人員は一般入学試験（前期）、大学入学共通テスト利用入試（１科目利用）、及び大学入学共通テスト利用入試（２科目利用前期）を合算した人数。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

77 71 26 20 2.7  

　文化財保存修復学科 11 11 3 2 3.7  

　歴史遺産学科 7 7 4 4 1.8  

　美術科 52 46 17 12 2.7  

　　日本画コース 11 10 4 3 2.5  

　　洋画コース 14 13 2 2 6.5  

　　版画コース 3 2 2 1 1.0  

　　彫刻コース 6 6 2 1 3.0  

　　工芸コース 9 8 5 3 1.6  

　　テキスタイルコース 2 2 1 1 2.0  

　　総合美術コース 7 5 1 1 5.0  

　文芸学科 7 7 2 2 3.5  

デザイン工学部 98 94 18 12 5.2  

　プロダクトデザイン学科 17 16 7 5 2.3  

　建築・環境デザイン学科　 10 9 0 0 -

　グラフィックデザイン学科 18 17 3 2 5.7  

　映像学科 23 22 1 1 22.0  

　企画構想学科 19 19 2 0 9.5  

　コミュニティデザイン学科 11 11 5 4 2.2  

全学計 175 165 44 32 3.8  

一般選抜入学試験［後期］

※募集人員は一般入学試験（後期）、及び大学入学共通テスト利用入試（２科目利用後期）を合算した人数。
※美術科日本画コース、美術科洋画コースは本試験での募集がありません。

学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部

若干名

34 34 15 4 2.3  

　文化財保存修復学科 10 10 3 0 3.3  

　歴史遺産学科 9 9 4 2 2.3  

　美術科　 11 11 5 1 2.2  

　　版画コース 1 1 1 0 1.0  

　　彫刻コース 3 3 1 0 3.0  

　　工芸コース 4 4 3 1 1.3  

　　テキスタイルコース 1 1 0 0 -

　　総合美術コース 2 2 0 0 -

　文芸学科 4 4 3 1 1.3  

デザイン工学部 64 64 13 1 4 .9  

　プロダクトデザイン学科 10 10 3 1 3.3  

　建築・環境デザイン学科 7 7 2 0 3.5  

　グラフィックデザイン学科 14 14 3 0 4.7  

　映像学科 14 14 1 0 14.0  

　企画構想学科 14 14 2 0 7.0  

　コミュニティデザイン学科 5 5 2 0 2.5  

全学計 98 98 28 5 3.5  

大学入学共通テスト利用入学試験［2科目利用後期］

※募集人員は一般入学試験（後期）、及び大学入学共通テスト利用入試（２科目利用後期）を合算した人数。
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学部・学科・コース 募集人員 志願者数 受験者数
（a）

合格者数
（b）

入学者数 受験倍率
（a）/（b）

芸術学部 269 848 836 426 271 2.0  

　文化財保存修復学科 26 116 114 40 26 2.9  

　歴史遺産学科 32 92 91 55 34 1.7  

　美術科 169 536 527 269 170 2.0  

　　日本画コース 114 111 61 41 1.8  

　　洋画コース 150 149 64 46 2.3  

　　版画コース 48 47 21 10 2.2  

　　彫刻コース 38 37 23 12 1.6  

　　工芸コース 78 77 51 27 1.5  

　　テキスタイルコース 33 33 20 12 1.7  

　　総合美術コース 75 73 29 22 2.5  

　文芸学科 42 104 104 62 41 1.7  

デザイン工学部 324 1,469 1,439 419 326 3. 4  

　プロダクトデザイン学科 62 276 269 86 63 3.1  

　建築・環境デザイン学科　 52 179 175 63 54 2.8  

　グラフィックデザイン学科 68 367 358 87 67 4.1  

　映像学科 62 301 294 71 63 4.1  

　企画構想学科 50 220 219 58 49 3.8  

　コミュニティデザイン学科 30 126 124 54 30 2.3  

全学計 593 2,317 2,275 845 597 2.7  

全試験区分の総計

学部・学科 志願者 受験者 合格者 入学者
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

芸術学部 295 553 848 293 543 836 131 295 426 85 186 271

　文化財保存修復学科 33 83 116 33 81 114 9 31 40 6 20 26

　歴史遺産学科 51 41 92 51 40 91 32 23 55 23 11 34

　美術科 163 373 536 161 366 527 69 200 269 45 125 170

　文芸学科 48 56 104 48 56 104 21 41 62 11 30 41

デザイン工学部 580 889 1,469 559 880 1,439 148 271 419 123 203 326

　プロダクトデザイン学科 139 137 276 133 136 269 48 38 86 34 29 63

　建築・環境デザイン学科 87 92 179 83 92 175 33 30 63 30 24 54

　グラフィックデザイン学科 115 252 367 111 247 358 13 74 87 10 57 67

　映像学科　 136 165 301 131 163 294 29 42 71 26 37 63

　企画構想学科 73 147 220 72 147 219 12 46 58 12 37 49

　コミュニティデザイン学科 30 96 126 29 95 124 13 41 54 11 19 30

計 875 1,442 2,317 852 1,423 2,275 279 566 845 208 389 597

男女別結果（全試験区分の総計）
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学部・学科 志願者 受験者 合格者 入学者
現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計 現役 既卒 計

芸術学部 656 192 848 646 190 836 341 85 426 236 35 271

　文化財保存修復学科 94 22 116 92 22 114 32 8 40 23 3 26

　歴史遺産学科 80 12 92 79 12 91 51 4 55 32 2 34

　美術科 391 145 536 384 143 527 201 68 269 143 27 170

　文芸学科 91 13 104 91 13 104 57 5 62 38 3 41

デザイン工学部 1,325 144 1,469 1,300 139 1,439 396 23 419 314 12 326

　プロダクトデザイン学科 242 34 276 237 32 269 78 8 86 60 3 63

　建築・環境デザイン学科 156 23 179 152 23 175 63 0 63 54 0 54

　グラフィックデザイン学科 328 39 367 321 37 358 80 7 87 65 2 67

　映像学科 265 36 301 259 35 294 67 4 71 60 3 63

　企画構想学科 212 8 220 211 8 219 56 2 58 47 2 49

　コミュニティデザイン学科 122 4 126 120 4 124 52 2 54 28 2 30

計 1,981 336 2,317 1,946 329 2,275 737 108 845 550 47 597

現役既卒別結果（全試験区分の総計）

全体

既卒
 13％

現役 87％

芸術学部

既卒
 11％

現役 89％

デザイン工学部

既卒
 4％

現役 96％

全体
男子 35％

女子 65％

男子 31％

女子 69％ 芸術学部

男子 38％

女子 62％
デザイン工学部

入学者構成比（男女別） 入学者構成比（現役・既卒別）
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地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
北海道 北海道 86 86 29 20

東北

青森県 61 58 20 13
岩手県 104 102 46 33
宮城県 543 538 184 142
秋田県 71 71 21 14
山形県 548 540 214 167
福島県 172 171 70 53
東北計 1,499 1,480 555 422

関東

茨城県 66 66 27 21
栃木県 44 38 16 12
群馬県 30 30 12 4
埼玉県 87 87 34 20
千葉県 45 45 19 11
東京都 71 71 26 14
神奈川県 33 32 8 4
関東計 376 369 142 86

中部

新潟県 84 84 25 15
富山県 0 0 0 0
石川県 3 3 1 1
福井県 0 0 0 0
山梨県 4 4 1 1
長野県 43 42 18 12
岐阜県 16 16 7 3
静岡県 47 44 13 5
愛知県 39 39 12 4
三重県 4 1 1 1
中部計 240 233 78 42

地方 都道府県名 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

近畿

滋賀県 3 3 0 0
京都府 9 9 3 1
大阪府 5 5 4 2
兵庫県 6 6 2 0
奈良県 0 0 0 0
和歌山県 0 0 0 0
近畿計 23 23 9 3

中国

鳥取県 0 0 0 0
島根県 0 0 0 0
岡山県 14 14 4 4
広島県 0 0 0 0
山口県 0 0 0 0
中国計 14 14 4 4

四国

徳島県 1 1 1 1
香川県 12 10 3 2
愛媛県 1 1 0 0
高知県 1 0 0 0
四国計 15 12 4 3

九州

福岡県 3 3 1 1
佐賀県 0 0 0 0
長崎県 3 3 1 0
熊本県 0 0 0 0
大分県 0 0 0 0
宮崎県 1 1 1 1
鹿児島県 5 5 0 0
沖縄県 17 14 6 4
九州計 29 26 9 6

検定 24 24 10 6
海外 11 8 5 5
合計 2,317 2,275 845 597

都道府県別結果（全試験区分の総計）

北海道　20名　3.4%

東北　422名　70.7%

中部　42名　7.0% 関東　86名　14.4%

近畿　3名　0.5%

九州　6名　1.0%

中国・四国　7名　1.2%

検定等　6名　1.0%
海外　5名　0.8%

入学者構成比（都道府県別）
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北海道

札幌月寒、札幌北陵、札幌東商業、有
朋、札幌藻岩、奥尻、岩見沢緑陵、滝川、
南富良野、おといねっぷ美術工芸、北
見柏陽、室蘭栄、室蘭清水丘、札幌新
川、札幌平岸、札幌厚別、札幌国際情
報、北海、札幌光星、札幌大谷、クラー
ク記念国際、北海道芸術

青森県

青森、青森西、青森東、青森北、青森南、
青森中央、弘前、弘前中央、八戸、八戸東、
八戸西、七戸、三沢、大湊、三戸、北斗、
六戸、弘前学院聖愛、青森山田、八戸
工業大学第二

岩手県

盛岡第一、盛岡第二、盛岡第三、盛岡
第四、盛岡北、杜陵、花巻南、花北青雲、
黒沢尻工業、水沢、水沢工業、一関第一、
一関第二、高田、大船渡、遠野、久慈、
福岡、盛岡南、不来方、盛岡白百合学園、
盛岡大学附属、盛岡中央、一関学院

宮城県

仙台高専、仙台第二、仙台第三、仙台
向山、古川、角田、佐沼、白石、石巻、
塩釡、名取、泉、多賀城、岩ケ崎、宮
城第一、仙台二華、仙台三桜、石巻好
文館、古川黎明、涌谷、石巻北、農業、
本吉響、工業、石巻工業、仙台南、仙
台、仙台工業、名取北、泉松陵、仙台西、
泉館山、宮城広瀬、利府、石巻西、富谷、
宮城野、仙台青陵、美田園、桜坂、気仙沼、
仙台育英学園、東北、東北学院、東北
学院榴ケ岡、宮城学院、仙台白百合学
園、尚絅学院、常盤木学園、聖和学園、
東北生活文化大学、仙台大学附属明成、
聖ウルスラ学院英智、聖ドミニコ学院、
仙台城南、古川学園、飛鳥未来きずな

秋田県

秋田北、花輪、能代、由利、大曲、横手、
増田、湯沢、秋田中央、秋田西、男鹿工業、
横手清陵学院、湯沢翔北、ノースアジ
ア大学明桜、聖霊女子短期大学付属

山形県

山形東、山形南、山形西、山形北、山
形工業、山形中央、山形市立商業、天童、
寒河江、寒河江工業、谷地、左沢、東
桜学館、新庄北、新庄南、米沢興譲館、
米沢東、米沢工業、高畠、長井、小国、
鶴岡南、鶴岡北、鶴岡工業、鶴岡工業
高専、酒田東、酒田西、南陽、上山明
新館、霞城学園、鶴岡中央、酒田光陵、
村山産業、山形養護、山形城北、山形
学院、日本大学山形、山形明正、山本
学園、東海大学山形、新庄東、九里学園、
米沢中央、羽黒、酒田南

福島県

橘、福島西、福島商業、安達、二本松工業、
安積、安積黎明、郡山東、郡山商業、
須賀川、須賀川桐陽、白河、白河旭、葵、
会津工業、喜多方、磐城、磐城桜が丘、
いわき総合、好間、相馬、原町、郡山
北工業、郡山、福島東、福島南、いわ
き光洋、光南、ふたば未来学園、福島
（私立）、福島成蹊、郡山女子大学附属、
日本大学東北、石川（私立）、磐城緑蔭、
いわき秀英

茨城県

日立第一、水戸第二、水戸第三、笠間、
鉾田第一、玉造工業、下館第二、水海
道第一、古河第三、牛久、日立北、取
手松陽、茨城キリスト教学園、水城、
鹿島学園、翔洋学園、第一学院（高萩校）、
ルネサンス

栃木県

宇都宮南、宇都宮中央女子、鹿沼、今市、
石橋、足利工業、真岡女子、真岡工業、
茂木、大田原、黒磯、矢板東、宇都宮北、
鹿沼東、上三川、さくら清修、作新学院、
宇都宮文星女子

群馬県

桐生、伊勢崎清明、太田（県立）、太田
女子、西邑楽、高崎経済大学附属、常
磐

埼玉県

熊谷、松山、春日部女子、不動岡、大宮、
越谷北、進修館、越生、浦和（市立）、
新座総合技術、伊奈学園総合、大宮光陵、
芸術総合、聖望学園、淑徳与野、本庄東、
浦和学院、開智、川越東、自由の森学
園

千葉県

千葉南、八千代、薬園台、船橋啓明、
松戸（県立）、柏南、我孫子、四街道、
成田国際、東金、長生、千葉（市立）、
稲毛、柏中央、沼南高柳、幕張総合、
東京学館船橋、わせがく、木更津総合

東京都

東京大学教育学部附属、上野、工芸、
文京、武蔵丘、南平、大泉桜、日野台、
総合芸術、学習院女子高等科、東京成
徳大学、安田学園、成城学園、東京農
業大学第一、東京都市大学等々力、明
治大学付属中野、國學院大學久我山、
女子美術大学付属、芝浦工業大学附属、
八王子学園八王子、創価、ＮＨＫ学園、
聖徳学園、吉祥女子、明星学園、東海
大学菅生、穎明館

志願者出身高校一覧（全試験区分）
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神奈川県

横浜平沼、白山、百合丘、小田原、逗子、
大和、橘学苑、サレジオ学院、湘南工
科大学附属、相洋

新潟県

長岡工業高専、新潟江南、新潟工業、巻、
新津、長岡工業、小千谷、小出、十日
町総合、高田北城、高田商業、糸魚川、
羽茂、万代、長岡向陵、国際情報、村上、
柏崎翔洋、直江津、新潟明訓、新潟青陵、
北越、新潟第一、東京学館新潟、創進

石川県

金沢錦丘、金沢二水、金沢辰巳丘

山梨県

日本航空

長野県

須坂、上田、岡谷南、蘇南、中野西、
長野（市立）、須坂創成、松本第一、長
野清泉女学院、上田西、東京都市大学
塩尻、佐久長聖、エクセラン、さくら
国際、コードアカデミー

岐阜県

岐阜北、加納、各務原、大垣南、関、
大垣日本大学、麗澤瑞浪

静岡県

沼津西、清水南、焼津中央、掛川西、
浜松西、静岡中央、静岡学園、浜松学
芸

愛知県

東郷、半田、豊丘、春日井東、阿久比、
愛知淑徳、日本福祉大学付属、東邦、
名古屋

三重県

上野、セントヨゼフ女子学園、代々木

滋賀県
東大津

京都府

銅駝美術工芸、京都共栄学園

大阪府

和泉、ＰＬ学園、早稲田摂陵

兵庫県

明石北

岡山県

津山、津山商業、明誠学院、鹿島朝日

徳島県

城西

香川県

高松工芸

愛媛県

松山南

高知県

土佐塾

福岡県

九州産業大学付属九州

長崎県

波佐見

宮崎県

宮崎日本大学

鹿児島県

屋久島おおぞら

沖縄県

開邦、Ｎ

検定

高校卒業程度認定試験・大学入学資格
検定

海外

外国の学校等
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2022年度入試より、入試の内容と名称が変わります。
受験時点での実力だけでなく、学ぼうとする意欲や取り組む姿勢、思考力、判断力、表現力など個々の幅広い魅力と能力をこ
れまで以上にしっかりと見るため、全学的に試験方式を統一し、学科・コースごとの体験授業と面接を必須とします。それに
伴い名称も下記の通り変更します。また事前課題、提出物（自己アピールファイルなどを含む）、面接時の資料や作品の持ち
込みなどを廃止し、学科・コースごとの体験授業への参加及び面接をもとに受験時点での実力だけでなく、多角的な視点で個々
の可能性を評価します。

●名称変更
　総合型選抜入学試験［専願型］　→　総合型選抜入学試験［専願体験型］

●試験方式の統一
　体験授業＋面接

●変更に伴い、本試験で廃止されるもの
　・事前課題
　・提出物（自己アピールファイルなどを含む）
　・面接時の資料や作品等の持ち込み

※試験の詳細については、必ず2022年度学生募集要項をご確認ください。

2022年度　学科・コース別 試験予定内容一覧

文化財保存修復学科
①体験授業  文化財保存修復に関するミニ講義を受講した後、ミニレポートを提出する
②面接

歴史遺産学科
①体験授業（模擬授業とグループディスカッション）
　・模擬授業にて身近で具体的な歴史遺産（考古遺跡や伝統的建造物など）をひとつ取り上げ、教員が説明を行う
　・7、8 名程度のグループに分かれ上記歴史遺産の利活用を話し合う
　・講義の感想とグループで話したことを講義ノート（A4 一枚程度）としてまとめ、面接冒頭に 3 分程度で話す
②面接

美術科 日本画コース
①体験授業（日本画の写生体験）
　・筆法体験  日本画の特徴である筆の体験講座を行う
　・写生  決められたエリア内（屋内）で、各自写生を行う
②上記体験を通じて感じたこと、考えたことを文章化し、振り返りシートの提出する
③面接（1 グループ  2～3 人で行う）

美術科 洋画コース
①体験授業（静物油彩）  油彩制作におけるポイントレクチャーを行い、各自油彩制作を行う
②面接（1 グループ   4～5 人で行い、当日制作した作品をもとにグループでのミニ講評会を兼ねる）

美術科 版画コース
①体験授業（銅版画、木版画制作体験）  版画の工程や作業のポイントについて指導をうけながら制作を行う
②ミニ講評会  体験授業終了後ミニ講評会を実施し、体験授業を通じて気づいたことをミニレポートに書く
③面接

美術科 彫刻コース
①体験授業（彫刻制作体験）  大学周辺を散策し、収集した自然物やスケッチをもとに各自が自由な発想で粘土を使って立体
　作品を制作する
②振り返り  制作物の意図や感想を発表する
③面接

芸術学部

総合型選抜入学試験［専願型］

入試解説サイトでも
詳しくご説明しています。

https://www.tuad.ac.jp/exam/measure/point.html
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美術科 工芸コース
①体験授業（立体造形物制作体験）  モチーフの成り立ち、作り方の基本など工程ごとに学びながら粘土を使って制作。
　制作物を基に各自発想し、デザインを形にする立体構成を行う
②振り返り  制作後、工夫した点などをシートに記入する
③面接

美術科 テキスタイルコース
①体験授業（テキスタイル制作体験）  染色に関する講義を経て工程を学び染色作業を行う。また、染色した布の色をもとに
　複数の色を使用した配色デザインを行う
②振り返り  完成後に一人ずつテーマと工夫した点を発表する
③面接

美術科 総合美術コース
①体験授業（アートワークショップ体験）  アートワークショップを体験後、それを活用したイベント企画をグループで考え発表する
②面接

文芸学科
①体験授業  教員による説明を経て、グループ単位で昔話をリライト（書き換え）する体験型演習を受講する
②作文  ①で行ったグループワークについて執筆する（400 字程度）
③面接

デザイン工学部

プロダクトデザイン学科
①体験授業  身のまわりのモノの機能や形態を観察し、その理由を考える。前半のグループワークではそれらの優れた点や
　改善すべき点を共有し、後半の個人ワークでは、対象となるモノの応用展開例を提案する
②面接

建築・環境  デザイン学科
①体験授業  建築、まち、自然や環境問題に関するミニ講義を受講後、講義に対する自身の意見をミニレポートにまとめる
②面接

グラフィックデザイン学科
①体験授業  デザインに関する模擬授業を受けた後、その内容を基にグループで発表を行う
②面接

映像学科
①体験授業（創作体験）　提示する 1 つのキーワードから独自の映像作品をイメージし、その世界観をアイデアスケッチと文章
　（200 字以内）で表現する
②グループ内での発表  上記制作物を基に数人のグループで発表を行う
③面接

企画構想学科
①体験授業
　・ミニ講義  課題解決型ワークショップの進め方に関する講義を受講する
　・課題解決型ワークショップ   提示された課題に対して、グループに分かれて企画を考え発表を行う
　・振り返りシート  ミニ講義とワークショップを振り返り、整理した内容を記入する
②面接

コミュニティデザイン学科
①体験授業
　・地域課題解決型ワークショップ   地域の社会課題を解決するためのアイデアをグループで話し合う
　・プレゼンテーション  上記アイデアをグループごとに発表する
　・振り返り  自身の気づきや考えについてレポートを作成する
②面接
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小論文 /デッサン /水彩画 /油彩画

実技

17



90 分試 験 時 間

● ア ド バ イ ス

　 小 論 文 は 感 想 文 で は あ り ま せ ん 。 書 き 手 が 思 っ た こ と を

素 直 に 書 い て も 、 そ れ は 感 想 文 に し か な り ま せ ん し 、 ま し

て や 誰 か の 顔 色 を う か が う よ う な 「 〇 〇 は し て は い け な い

と 思 い ま す 」 の よ う な 心 地 よ い 終 わ り 方 を す る 文 章 は 小 論

文 で は あ り ま せ ん 。

　 そ う な ら な い た め に 必 要 な 力 の 一 つ 目 は 文 章 力 で す 。「 あ

ー そ ー ゆ ー こ と ね 」 と 思 っ た あ な た 、 そ れ は 多 分 違 い ま す 。

わ か り や す く 読 み や す い 文 章 を 書 く の は 当 然 の こ と で 、

入 試 だ か ら と い っ て 特 別 、 要 求 さ れ る も の で は あ り ま せ ん 。

そ う で は な く 自 ら の 言 い た い こ と を 論 理 的 に 伝 え る た め

の 文 章 力 で す 。 自 ら の 主 張 の た め に ど の よ う な 語 句 を 使

え ば 良 い の か 。 一 文 内 の 構 成 だ け で は な く 、 段 落 内 の 文 章

構 成 、 さ ら に は 段 落 ご と の 全 体 構 成 も 含 め て 考 え る 必 要

が あ り ま す 。

　 二 つ 目 は 読 解 力 で す 。 例 え ば 課 題 文 で 「 白 米 の 美 味 し さ 」

に つ い て 述 べ ら れ て い る と し ま し ょ う 。 こ れ に 対 し て 「 ラ

イ ス ペ ー パ ー の 便 利 さ 」 を 書 い た と し た ら 、 課 題 文 の テ ー マ

か ら は 大 幅 に ず れ て い る こ と に な り ま す 。 も ち ろ ん 同 じ 「 米 」

に つ い て 書 い て い る た め 、 解 答 者 自 身 は 関 連 す る 意 見 を 述

べ て い る 感 覚 に 陥 っ て い る の は わ か り ま す 。 し か し 課 題 文

の 主 題 を 見 失 っ て い る と 読 み 取 れ ま す 。

　 三 つ 目 は 構 成 力 に な り ま す 。 「 白 米 の 美 味 し さ 」 と い う

課 題 文 に 対 し 、 「 美 味 し い 」 、 「 不 味 い 」 と い う 対 立 軸 を 勝 手

に 構 成 し 、 片 方 の 立 場 で 意 見 を 述 べ る の は ベ ス ト な 選 択 で

は あ り ま せ ん 。 な ぜ な ら ま ず 課 題 文 に そ の 二 項 対 立 が 書

か れ て い る か ど う か の 確 認 が 必 要 で す 。 ま た 賛 成 や 反 対

は 誰 で も で き る こ と で 、 そ こ に 書 き 手 の 力 は あ ま り 必 要

あ り ま せ ん 。 何 よ り 対 象 に 対 す る 思 想 が 二 つ し か な い の は 、

極 め て 窮 屈 な 考 え で す 。 そ う で は な く 単 な る 対 立 軸 を 越

え て 、 自 ら の 意 見 を 述 べ る 力 が 試 さ れ ま す 。 そ の た め に は

課 題 文 を 踏 ま え 、 自 ら の 意 見 を 論 理 的 に 構 成 し 、 説 得 力 の

あ る 内 容 を 練 り 上 げ る こ と に な り ま す 。

　 最 後 は 論 理 展 開 力 に な り ま す 。 感 想 文 に な ら な い た め

に は 、 客 観 的 な 情 報 を よ り ど こ ろ に し た 論 理 的 な 思 考 を

行 い 、 そ れ ら の 情 報 に よ り 自 ら の 意 見 や 思 想 を 実 証 し て い

く 必 要 が あ り ま す 。 そ の た め に は 数 多 く の 本 を 読 み 、 ニ ュ

ー ス に 触 れ 、 知 識 を 増 や し 、 自 ら の 身 体 で の 体 験 ・ 経 験 を

し て い か な け れ ば な り ま せ ん 。 こ こ で 陥 り が ち な の は 、 自

ら の 体 験 を た だ 書 く だ け で 論 理 的 な 主 張 に な る と 思 い 込

む こ と で す 。 も ち ろ ん 皆 さ ん の 経 験 は 皆 さ ん の 経 験 と し

て 重 要 で す 。 で も 別 の 人 が 同 じ 事 象 を 経 験 し て も 、 正 反 対

の 感 慨 を 抱 く 可 能 性 も あ り ま す 。 つ ま り 個 人 の 体 験 を 普

遍 化 す る た め に は 論 理 的 な 力 が 必 要 に な り ま す 。

　 文 章 を 書 く 訓 練 、 そ の た め に 必 要 な 情 報 の 取 得 を 常 日

頃 か ら 取 り 組 む た め 、 小 論 文 を 書 く 力 は 一 朝 一 夕 で 身 に つ

く も の で は あ り ま せ ん 。 逆 に い え ば 皆 さ ん が こ れ ま で 生

き て き て 経 験 し た こ と 、 知 識 と し て 吸 収 し た こ と が 直 接

的 に 表 れ て き ま す 。 そ の 多 様 な 知 識 に 裏 打 ち さ れ た 多 様

な 感 性 は 、 入 学 後 も 必 ず 活 か さ れ ま す 。

出 題 内 容 指 定 の 出 題 テ ー マ に 沿 っ て 提 示 さ れ た 文 章 （ 著 作 物 ・ 新 聞 記 事 ・ コ ラ ム 等 ） を 読 み 、 そ の 内 容 に 触

れ つ つ 自 分 の 考 え を ６ ０ ０ 〜 ８ ０ ０ 字 で 述 べ る

テ ー マ 「 社 会 と 人 間 」（ 全 入 試 共 通 ）

評 価 の ポ イ ン ト 「 思 考 力 ・ 判 断 力 ・ 表 現 力 」 を 評 価 す る た め 以 下 の ポ イ ン ト を 重 視 す る

文 章 力 ： 単 な る 読 み や す い 文 章 だ け で は な く 、 論 理 的 な 文 章 を 書 け て い る か

読 解 力 ： 課 題 文 で 書 か れ て い る 主 題 を き ち ん と 理 解 し 、 自 ら の 意 見 を 書 け て い る か

構 成 力 ： 自 分 の 都 合 の い い よ う に 、 強 引 に 理 屈 を こ じ つ け る よ う な 説 を 述 べ る の で は な く 、 課 題

文 と の 連 続 性 の 中 で 文 章 を 書 け て い る か

論 理 展 開 力 ： 自 ら の 感 想 や 体 験 に と ど ま ら な い 普 遍 的 な 視 点 に よ り 、 論 理 的 な 考 察 を 行 え て い る か

大 学 で 用 意 す る も の 解 答 用 紙 （ 原 稿 用 紙 縦 書 き ） 、 下 書 き 用 紙 （ A ３ 、 ２ 枚 ）

受 験 者 が 用 意 す る も の 鉛 筆 ま た は シ ャ ー プ ペ ン シ ル 、 消 し ゴ ム 、 鉛 筆 削 り

※ ２ ０ ２ ２ 年 度 の 出 題 概 要 は 、 「 ２ ０ ２ ２ 年 度 学 生 募 集 要 項 」 を ご 確 認 く だ さ い 。

小 論 文

小
論
文
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小
論
文

総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 「 （ 社 説 ） コ ロ ナ と 図 書 館　 「 知 る 権 利 」 守 る 工 夫 を 」（ 出 典 ： ２ ０ ２ ０ 年 ６ 月 ２１ 日 ０５ 時 ００ 分 朝

日 新 聞 社 デ ジ タ ル https://www.asahi.com/articles/DA3S14520714.html （ 試 験 問 題 用 に 一 部 改 変 ） ） か ら の 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ け

て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

　 新 型 コ ロ ナ の 感 染 予 防 対 策 で 公 共 図 書 館 の 多 く が 休 館

し た 。 在 宅 時 間 を 使 っ て 気 に な っ て い た 本 を 読 み た い 。 仕

事 や 子 ど も の 自 習 に 役 立 つ 資 料 が ほ し い 。 そ ん な 望 み を か

な え る こ と が で き ず 、 利 用 者 と 図 書 館 の 双 方 が 悔 し い 思

い を し た 。

　 次 に 感 染 の 波 が き た 時 に 備 え て 何 を し て お く べ き か 。

経 験 や ア イ デ ア を 共 有 し 、 社 会 全 体 で 知 る 権 利 と 自 由 を

守 り た い 。

　 図 書 館 や 美 術 館 な ど の 活 動 を 支 援 す る 市 民 団 体 「 ｓ ａ ｖ

ｅ Ｍ Ｌ Ａ Ｋ 」 に よ る と 、 ピ ー ク 時 に は 全 国 の ９ 割 超 の 図 書 館

が 開 架 エ リ ア も 立 ち 入 り 禁 止 の 措 置 を と っ た 。 今 も 新 聞 ・

雑 誌 の 閲 覧 や ネ ッ ト 端 末 の 利 用 を 制 限 し て い る 館 が 少 な

く な い 。

　 い つ に も 増 し て 多 様 な 情 報 が 必 要 な 時 期 な の に ア ク セ

ス で き な い 。 そ ん な 状 況 に 困 惑 し 、 図 書 館 の 存 在 意 義 を 改

め て か み し め た 人 も 多 い だ ろ う 。

　 一 方 で 、 予 約 本 に つ い て は 窓 口 で の 貸 し 出 し 業 務 を 続 け

る 、 送 料 を 負 担 し て も ら っ て 自 宅 に 郵 送 す る 、 ド ラ イ ブ ス

ル ー 方 式 で 本 の 受 け 渡 し を す る ― ― と い っ た 工 夫 で 、 市 民

と の 接 点 を 維 持 し た と こ ろ も あ る 。

　 電 子 書 籍 の 貸 し 出 し は 大 幅 に 伸 び た 。 扱 っ て い る 自 治 体

は １ ０ ０ 以 下 に と ど ま る が 、 こ れ か ら の 図 書 館 を 考 え る 際

の 必 須 の ア イ テ ム と い え よ う 。

　 再 開 が 難 し い サ ー ビ ス の 一 つ に 、 子 ど も 相 手 の 絵 本 の 読

み 聞 か せ 会 が あ る 。 日 本 図 書 館 協 会 は 、 外 出 自 粛 要 請 が 出

て い る 期 間 中 は 読 み 聞 か せ の 動 画 を 配 信 で き る よ う 、 著 作

権 者 の 協 力 を 求 め る 運 動 に 取 り 組 ん で い る 。 ぜ ひ 前 に 進 め

て も ら い た い 。

　 難 し い 問 題 も 持 ち あ が っ た 。

　 協 会 は 感 染 防 止 の ガ イ ド ラ イ ン を 作 り 、 「 来 館 者 の 氏 名

と 緊 急 連 絡 先 を 把 握 す る 」 と し た 。 だ が 協 会 自 身 が 定 め た

「 図 書 館 の 自 由 に 関 す る 宣 言 」 は 、 借 り た 本 は も ち ろ ん 、 図

書 館 を 利 用 し た 事 実 も 含 め て プ ラ イ バ シ ー を 守 る と し て

い る 。 図 書 館 が 思 想 統 制 の 担 い 手 に な っ た 戦 前 の 反 省 を 踏

ま え た 約 束 だ 。 当 初 示 さ れ た 「 来 館 者 名 簿 の 作 成 」 に は 批

判 が 出 て 、 緩 や か な 表 現 に 落 ち 着 い た 経 緯 が あ る 。

　 感 染 者 の 来 館 が 後 で わ か っ た ら 、 そ の 日 時 を ホ ー ム ペ ー

ジ に 載 せ て 広 く 注 意 を 促 す こ と に と ど め る 図 書 館 も あ る 。

何 ら か の 形 で 記 録 を 残 す 場 合 で も 、 目 的 や 取 り 扱 い 方 法

を 利 用 者 に 丁 寧 に 説 明 し 、 保 存 期 間 を 極 力 短 く す る な ど

の 対 策 を と る べ き だ 。 地 域 の 感 染 状 況 な ど も 踏 ま え な が ら 、

多 く の 人 が 納 得 で き る 対 応 を 心 が け て ほ し い 。

　 誰 も が 、 い つ で も 、 気 軽 に 訪 れ 、 古 今 東 西 の 「 知 」 に 接 す

る こ と が で き る 場 。 コ ロ ナ の 時 代 で も 、 そ ん な 図 書 館 の 使

命 を 果 た し 続 け な け れ ば な ら な い 。
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「 知 る 権 利 」 の 地 域 格 差

　 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 予 防 対 策 で 公 共 図 書 館 の 多 く

が 休 館 し た 。 そ れ に よ っ て 、 必 要 な 本 や 資 料 を 借 り る こ と

が で き な い 。 貸 す こ と が で き な い 。 図 書 館 も 利 用 者 も 悔 し

い 思 い を し た 。「 知 る 権 利 」 が 保 障 さ れ て い な い 現 状 を 、 コ

ロ ナ の 時 代 に ど の よ う に 改 善 す る か が 課 題 だ 。

　 私 の 住 ん で い る 地 域 で は 、 感 染 者 は 少 な く 図 書 館 は マ ス

ク や 消 毒 、 貸 出 カ ウ ン タ ー に ビ ニ ー ル の カ ー テ ン を 付 け て 、

感 染 防 止 対 策 を し て 貸 出 を 行 っ て い た 。 し か し 、 感 染 予 防

対 策 の た め に 閉 館 時 間 が 一 時 間 ほ ど 早 ま っ て お り 、 学 校 帰

り に 図 書 館 へ 行 っ て 自 分 が 必 要 な 資 料 を 探 す に は 時 間 が

足 り ず 目 当 て の 本 を 借 り る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 電

子 書 籍 の 貸 出 も 行 っ て い な い た め 、 進 路 に 関 す る 資 料 も イ

ン タ ー ネ ッ ト で 調 べ る こ と し か で き ず 、 「 知 る 権 利 」 が 不 十

分 だ と 感 じ た 。

　 こ の よ う に 、 地 域 に よ っ て 公 共 図 書 館 の 動 き に 違 い が あ

る こ と が 課 題 だ と 考 え る 。 他 の 地 域 で は 電 子 書 籍 の 貸 出 を

行 っ て い る た め 、 図 書 館 に 実 際 に 行 か な く て も 本 を 借 り る

こ と が で き る た め 、 感 染 リ ス ク も 大 幅 に 減 少 し 、 「 知 る 権

利 」 も 守 ら れ る 。 し か し 、 電 子 書 籍 の 貸 出 を 行 っ て い な い 地

域 で は 、 実 際 に 図 書 館 へ 本 を 借 り に 行 く と い う 感 染 リ ス ク

が で て き て し ま う 。 ま た は 、 電 子 書 籍 を 扱 っ て い な い 、 図

書 館 も 閉 館 と な る と 、 「 知 る 権 利 」 は 守 ら れ な く な っ て し

ま う 。 こ の よ う に 、 地 域 で 格 差 が 出 て し ま う と い う こ と は 、

「 知 る 権 利 」 が 平 等 で な く な っ て し ま う た め 、 あ っ て は な ら

な い こ と だ と 考 え る 。

　 こ れ か ら の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス と 共 存 す る 時 代 で は 、「 知

る 権 利 」 の 地 域 格 差 を 無 く す こ と が 必 要 で あ る 。 そ の た め

に は 、 「 知 る 権 利 」 の 重 要 性 を 今 以 上 に 県 や 国 に 知 っ て も

ら い 、 格 差 を 埋 め る た め の 補 助 が 必 要 だ 。 よ り 多 く の 地 域

の 図 書 館 で 電 子 書 籍 の 貸 出 が 普 及 す る こ と で 「 知 る 権 利 」

は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 流 行 前 と 同 じ く ら い 改 善 さ れ る と 考

え る 。
参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 課 題 文 を 読 む と 毎 日 の よ う に 経 験 し て い る

日 常 生 活 を 別 の 視 点 で 見 て い る 人 が い る こ と 、

そ こ に 驚 く べ き 自 然 の 力 や 我 々 の 営 み の 蓄 積 、

そ し て 問 題 点 や 課 題 の あ る こ と に 気 づ か さ れ る 。

　 そ の 気 づ き か ら 、 今 一 度 自 ら の 経 験 を 省 み

て 、 提 示 さ れ た 問 題 や 課 題 を 咀 嚼 す る 。 そ し て 、

身 近 な 経 験 だ か ら こ そ 考 え ら れ 導 き 出 せ る 解

決 案 や 新 た な 視 点 の 提 示 が 、 本 問 の よ う な 小

論 文 に は 求 め ら れ る 。

　 こ の 回 答 例 は 、 地 域 自 治 体 に よ っ て 対 応 の

異 な る コ ロ ナ 禍 の 公 共 図 書 館 に 着 目 し 課 題 と

新 し い Ｉ Ｃ Ｔ の 技 術 に よ る 解 決 案 を 具 体 的 に

提 案 し て い る 。
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評 価 ポ イ ン ト

　 課 題 文 を 読 む と 毎 日 の よ う に 経 験 し て い る

日 常 生 活 を 別 の 視 点 で 見 て い る 人 が い る こ と 、

そ こ に 驚 く べ き 自 然 の 力 や 我 々 の 営 み の 蓄 積 、

そ し て 問 題 点 や 課 題 の あ る こ と に 気 づ か さ れ る 。

　 そ の 気 づ き か ら 、 今 一 度 自 ら の 経 験 を 省 み

て 、 提 示 さ れ た 問 題 や 課 題 を 咀 嚼 す る 。 そ し て 、

身 近 な 経 験 だ か ら こ そ 考 え ら れ 導 き 出 せ る 解

決 案 や 新 た な 視 点 の 提 示 が 、 本 問 の よ う な 小

論 文 に は 求 め ら れ る 。

　 こ の 回 答 例 は 、 知 る 権 利 と プ ラ イ バ シ ー の

保 護 に 着 目 し 、 自 ら の 過 去 の 経 験 か ら そ の 重

要 性 を 強 調 し 社 会 の 姿 勢 と 方 策 に つ い て わ か

り や す く 示 し て い る 。

プ ラ イ バ シ ー の 厳 守 と 安 心 ・ 信 頼

　 新 型 コ ロ ナ の 感 染 予 防 対 策 に よ り 、 多 く の 公 共 図 書 館 が

休 館 し 、 市 民 と の 繋 が り を 制 限 せ ざ る を え な か っ た 。 十 分

な 情 報 を 得 ら れ ず 困 惑 し た 市 民 、 十 分 に 「 知 」 を 提 供 で き

ず 悔 し か っ た 図 書 館 も 多 い だ ろ う 。 私 も 困 惑 し て し ま っ た

市 民 の 一 人 で あ る 。 私 に と っ て 図 書 館 は 「 誰 で も 気 軽 に 安 心

し て 情 報 を 知 る こ と が で き る 、 触 れ ら れ る 場 」 で あ る 。 ま

た 、 他 の 人 に と っ て も そ う で あ っ て 欲 し い と 願 っ て い る 。 そ

れ 故 に 、 来 館 者 の プ ラ イ バ シ ー を 守 る こ と は 必 須 で あ る と

強 く 思 う 。 そ れ は 、 小 学 校 の 図 書 室 で の 経 験 か ら だ 。

　 小 学 校 の 図 書 室 で は 、 借 り た 本 は も ち ろ ん 図 書 室 に 来

た こ と で さ え 利 用 者 の 情 報 を 守 っ て く れ る 。 小 学 校 の 頃 の

私 は 外 で 遊 ぶ こ と の 多 い 子 供 で 、 図 書 室 で 本 を 借 り る と い

う 行 為 が 気 恥 ず か し か っ た 。 似 合 わ な い ね な ん て 笑 わ れ て

し ま っ た ら ど う し よ う な ど と 考 え 、 な か な か 訪 れ る こ と

が で き な か っ た 。 授 業 で 訪 れ た 時 に 先 生 に 相 談 す る と 、「 図

書 室 に 誰 が 来 た か 、 何 を 借 り た か は み ん な に 言 わ な い か ら

大 丈 夫 だ よ 」 と 声 を か け て く れ た こ と で 、 安 心 し て 利 用 で

き る よ う に な っ た 。 プ ラ イ バ シ ー を 守 る こ と が 、 安 心 や 信

頼 に 繋 が る こ と を 学 ぶ こ と が で き た 経 験 だ っ た 。

　 人 間 に は 誰 し も 、 「 知 ら れ た く な い こ と 」 が あ る 。 図 書

館 に 行 っ た こ と を 知 ら れ た く な い 人 も い る だ ろ う 。 も し プ

ラ イ バ シ ー が 守 ら れ な い 場 な の で あ れ ば 、 「 安 心 」 し て 訪

れ る こ と は で き な い だ ろ う 。 ま た 、 最 近 で は コ ロ ナ に 感 染

し た こ と が 分 か る と 、 地 域 の 人 か ら 差 別 さ れ る ケ ー ス も 少

な く な い 。 そ れ に お び え て 検 査 を 拒 む 人 も 多 く い る と 聞 く 。

プ ラ イ バ シ ー が 守 ら れ な い 社 会 で は 、 人 間 は 「 安 心 」 し て

「 信 頼 」 し て 生 活 す る こ と は で き な い だ ろ う 。 そ れ は 文 化

を 衰 退 さ せ る こ と 、 感 染 症 の 悪 化 に 繋 が っ て し ま う と 考 え

る 。 不 況 続 き の 今 だ か ら こ そ 、 プ ラ イ バ シ ー が 守 ら れ る 社 会 、

私 達 が 安 心 で き る 信 頼 で き る 社 会 を 作 り あ げ て い く べ き

で は な い だ ろ う か 。

参 考 解 答
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一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 利 用 入 学 試 験 ﹇ 1 科 目 利 用 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 荒 俣 宏 『 奇 想 の 20 世 紀 』 （ Ｎ Ｈ Ｋ 出 版 ／ ２ ０ ０ ４ 年 ） か ら の 一 部 抜 粋 で す 。（ 出 題

の 都 合 上 、 小 見 出 し を 削 除 す る 変 更 を 加 え た 。 ）

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。

問 題

小
論
文

を 残 し た の が 、 ト マ ス ・ ク ッ ク だ っ た 。 か れ は つ い に 一 八 七 二

年 秋 、 念 願 の 世 界 一 周 団 体 観 光 ツ ア ー を 実 施 し た 。 こ の 企

画 を 実 現 す る に は 、 各 国 の 時 差 を 考 慮 し た 交 通 手 段 の 手

配 、 ス ケ ジ ュ ー ル の 作 成 、 そ し て 何 よ り も 外 国 紙 幣 を 交 換

で き る 外 国 為 替 の 業 務 が 必 要 と な っ た 。 ト マ ス ・ ク ッ ク は

こ れ ら の 新 事 業 を 、 こ と ご と く 独 力 で 立 ち 上 げ て し ま っ た 。

二 百 二 十 二 日 を か け 二 万 五 千 マ イ ル を 踏 破 す る こ の 大 ツ ア

ー が も た ら し た 衝 撃 は 大 き か っ た 。 ど ん な に 田 舎 に 暮 ら す

人 々 に も 、 世 界 を 見 て ま わ る こ と が 可 能 と な っ た 。 フ ラ ン

ス の 作 家 ジ ュ ー ル ・ ヴ ェ ル ヌ は 、 ク ッ ク が 実 際 に 旅 行 し て い

る 最 中 に 、 誌 上 の 架 空 世 界 旅 行 レ ポ ー ト と し て 、 あ の 有 名

な 『 八 十 日 間 世 界 一 周 』 を 連 載 し た 。 こ う し て 世 界 の 人 々 は 、

あ ら ゆ る 意 味 で 、 必 然 的 に 「 国 際 人 」 「 地 球 人 」 と い う 自 覚

を 身 に つ け た の だ っ た 。

　 最 初 の パ ッ ク 旅 行 と も い う べ き 、 団 体 観 光 ツ ア ー を 企 画 し

た の は 、 イ ギ リ ス 人 ト マ ス ・ ク ッ ク だ っ た 。 一 八 四 一 年 の こ と 、

折 か ら 開 通 し た 鉄 道 を 活 用 す る 方 法 は な い か と 思 案 す る う

ち 、 禁 酒 運 動 の 団 体 を 楽 し み な が ら ミ ッ シ ョ ン 活 動 さ せ る

小 旅 行 の 企 画 を 思 い つ い た 。 当 時 、 団 体 で 異 郷 の 人 々 が 旅 行

す る 光 景 は 、 聖 地 巡 礼 以 外 に は 決 し て 見 ら れ な か っ た 。 そ れ

だ け で ニ ュ ー ス に な り 、 禁 酒 の 宣 伝 も 効 果 が あ が る 。 お ま け

に 参 加 者 は リ ク リ エ ー シ ョ ン ま で 楽 し め る の で あ る 。 た だ し

ク ッ ク は 、 富 豪 を 集 め た 大 名 旅 行 で は な く 、 貧 し い 人 々 も 参

加 で き る 団 体 旅 行 を 計 画 し た と こ ろ に 、 二 十 世 紀 を 変 え る

大 イ ベ ン ト の 鍵 を 用 意 し た 。

　 ト マ ス ・ ク ッ ク の 団 体 観 光 旅 行 を 世 界 的 に 有 名 に し た の

は 、 何 と い っ て も 一 八 五 一 年 ロ ン ド ン 万 博 だ っ た 。 世 界 で 初 め

て 開 催 さ れ る こ の 万 博 を 見 物 し た い と 思 う 地 方 や 外 国 の

人 々 の た め に 、 ク ッ ク は 、 交 通 か ら 宿 泊 、 入 場 か ら 両 替 ま で 、

あ ら ゆ る 面 倒 を 見 る ツ ア ー を 販 売 す る こ と 思 い つ い た 。 か れ

は そ の た め に 鉄 道 会 社 、 ホ テ ル 、 万 博 の 主 催 者 な ど と 交 渉

を も ち 、 料 金 を 割 引 か せ る 方 策 に 出 た 。 こ う し て 、 地 方 の 貧

し い 人 々 で さ え ロ ン ド ン の 世 界 的 催 し に 堂 々 と 参 加 で き る

道 が 開 か れ た 。

　 こ の ト マ ス ・ ク ッ ク の 団 体 観 光 旅 行 の 成 立 は 、 二 十 世 紀 最

大 の 文 化 の 一 つ と い え る 「 観 光 」 の 意 味 を 、 人 々 に 明 ら か に し

た 。 観 光 と は 、 中 世 の 巡 礼 と ほ ぼ 同 じ 意 義 を も つ 旅 で あ る 。

す な わ ち 古 代 か ら よ く 知 ら れ た 名 所 を 、 自 分 の 足 で 訪 ね て

み る こ と で あ る 。 だ か ら 観 光 の 対 象 地 は 、 か な ら ず 「 名 所 」

で な け れ ば な ら な か っ た し 、 名 所 と は 、 歴 史 と 自 然 の 最 も

驚 異 的 な ク ラ イ マ ッ ク ス を 示 す 場 所 の こ と で あ っ た 。 そ う い

う 名 所 な ら 、 だ れ で も 、 大 ぜ い で 行 く こ と が で き る 。

　 こ れ に 対 し 、 旅 行 と は 、 個 人 的 に 行 く 旅 で あ る 。 個 人 の 要

求 に 応 じ 、 か な ら ず し も 名 所 で は な い と こ ろ へ 、 で か け る

こ と で あ る 。 も ち ろ ん 、 未 知 の 場 所 が あ る か ら こ そ 、 あ え て

そ こ へ 挑 戦 す る 「 探 検 」 は 、 大 衆 に と っ て は 論 外 で あ っ た 。 と

こ ろ が そ の 「 探 検 」 は 、 十 九 世 紀 後 半 に 、 全 く 新 し い 世 界 の

名 所 を 、 ヨ ー ロ ッ パ の 人 々 に 紹 介 す る こ と に な っ た 。 世 界 に は 、

こ れ ま で 知 ら れ て い な か っ た 名 所 が 、 い く ら で も 存 在 す る 。

そ れ を 発 見 し た の が 探 検 で あ っ た 。

　 こ う し て 十 九 世 紀 は 、 古 く か ら 知 ら れ て き た 「 ヨ ー ロ ッ パ

内 の 名 所 」 と 、 新 し く 発 見 さ れ た 「 世 界 の 名 所 」 と が 、 競 う よ

う に 団 体 観 光 旅 行 の テ ー マ と な っ た 。 こ こ で も 大 き な 足 跡
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評 価 ポ イ ン ト

　 問 題 文 は 、 ト マ ス ・ ク ッ ク が 企 画 ・ 実 施 し た

世 界 初 の 団 体 観 光 旅 行 や 世 界 一 周 団 体 観 光 ツ

ア ー に つ い て 記 さ れ て い ま す が 、 「 観 光 」 と 「 旅

行 」 の 違 い に も 及 ん で い ま す 。 そ の 違 い を 受 け

止 め て 、 タ イ ト ル に 記 し た 必 要 な 「 自 覚 」 を キ

ー ワ ー ド と し て 、 現 今 の 話 題 で あ る コ ロ ナ 禍 で

困 難 と な っ た 旅 に も 触 れ つ つ 、 テ ー マ で あ る 「 社

会 と 人 間 」 に 結 び つ け て 論 じ て い る 点 が 評 価

さ れ ま す 。

現 代 社 会 に 必 要 な 「 自 覚 」

　 ト マ ス ・ ク ッ ク は 世 界 に さ き が け て 、 貧 富 関 係 な く 万 人

が 参 加 で き る 団 体 観 光 旅 行 を 企 画 し た 。 こ の 企 画 の 成 立 は

よ く 名 の 知 ら れ た 古 代 か ら の 名 所 を 訪 れ る 「 観 光 」 と 、 あ

ま り 名 の 知 ら れ て い な い 未 知 の 領 域 を 個 人 的 に 探 検 す る

「 旅 行 」 の 二 語 の 定 義 の 違 い を 明 ら か に し た 。

　 さ ら に ク ッ ク は 、 相 反 し 競 っ て い た 観 光 と 旅 行 を 統 合 し 、

世 界 一 周 団 体 観 光 ツ ア ー を 実 施 し た 。 こ れ は 世 界 の 人 々 に

と っ て 、 自 ら が 「 国 際 人 」 「 地 球 人 」 で あ る と い う 自 覚 を 身

に つ け る 契 機 と な っ た 、 と 筆 者 は 文 中 で 述 べ て い る 。

　 こ の 文 章 を 読 ん で 私 は 、 現 代 に 生 き る 私 た ち も ク ッ ク の

時 代 の 人 々 の よ う に 「 旅 」 を 通 し て 国 際 人 と し て の 自 覚 を

持 つ 必 要 が あ る と 感 じ た 。

　 現 代 で は グ ロ ー バ ル 化 が 進 み 、 日 本 に い な が ら で も 外 国

の 情 報 や 商 品 、 文 化 を 摂 取 す る こ と が で き る 。 し か し 、 そ

れ は 同 時 に 国 際 人 で あ る と い う 自 覚 な し に 常 に 世 界 と つ

な が っ て し ま っ て い る と も い え る の で は な い だ ろ う か 。 当

然 の こ と だ が 、 日 本 に は 日 本 の 文 化 が あ り 、 諸 外 国 に は 諸

外 国 の 文 化 が あ る 。 も し 国 際 人 の 自 覚 に 基 づ い た 配 慮 な し

に 世 界 と の 交 流 を 続 け れ ば 、 い ず れ 他 人 と の 間 に 重 大 な

争 い を 生 み か ね な い 。 現 代 人 は 、 こ う い っ た 危 う さ を は ら

ん だ 社 会 の 中 で 生 き て い る の で は な い だ ろ う か 。

　 現 状 で は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 外 国 に 「 旅 」

を し に 行 く こ と は 極 め て 困 難 で あ る 。 し か し コ ロ ナ ウ イ ル

ス が 終 息 し た あ か つ き に は 、 実 際 に 「 旅 」 を 通 し て 外 国 を

知 り 、 国 際 人 と し て 自 覚 を 育 む こ と こ そ 、 現 代 の グ ロ ー バ

ル 化 社 会 を よ り 正 し く 生 き る た め に 必 要 な こ と だ と 私 は

考 え て い る 。

参 考 解 答
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多 様 社 会 を 見 つ め る

　 課 題 文 で は 、 ト マ ス ・ ク ッ ク が 新 た な 団 体 観 光 旅 行 を 企

画 し た こ と に よ り 世 界 中 の 誰 も が 世 界 を ま わ る こ と を 可

能 に し 、 必 然 的 に 国 際 的 な 自 覚 を 身 に つ け た と 述 べ ら れ

て い る 。 私 は 、 斬 新 な 観 光 旅 行 企 画 が 人 々 の 社 会 の 捉 え 方

に 大 き く 影 響 し た と 考 え る 。

　 グ ロ ー バ ル 化 が 叫 ば れ る 現 代 に お い て 、 自 国 の 価 値 観 に

留 ま ら ず 、 多 様 な 視 点 を 持 つ こ と は 重 要 で あ る 。 価 値 観

は 周 囲 の 環 境 や 文 化 的 背 景 な ど に よ り 異 な る も の で あ り 、

今 自 分 が 普 通 だ と 思 っ て い る も の が 他 人 に と っ て そ う で

な い こ と が 多 く あ る 。 個 人 と の 間 で も 差 異 が 生 じ る の だ

か ら 国 家 間 に お い て 価 値 観 の ズ レ は 非 常 に 大 き い 。 世 界 を

旅 す る こ と は 他 国 の 文 化 や 考 え に 触 れ る こ と で 、 価 値 観

の 拡 大 を 可 能 に す る 。 世 界 中 の あ ら ゆ る 人 々 が 視 野 を 広

げ る 機 会 を 得 た こ と は グ ロ ー バ ル 化 社 会 に お け る 大 き な 一

歩 で あ る と 考 え る 。

　 価 値 観 が 広 が り 多 様 な 文 化 を 受 け 入 れ る こ と で 、 国 の

独 自 性 が 失 わ れ る と い う 主 張 も 考 え ら れ る 。 確 か に 各 国

に 様 々 な 文 化 が あ る か ら こ そ 面 白 味 が 生 ま れ る の で あ ろ う 。

だ が 、 現 代 に お い て 大 切 な こ と は 異 な る 考 え や 文 化 に 触

れ た と き 、 そ れ ら を 受 け 入 れ る 姿 勢 で あ る 。 そ れ を 受 け 入

れ ず 異 質 な も の と し て 排 除 す る こ と に 大 き な 問 題 が あ る 。

実 際 に 他 国 の 思 考 を 劣 っ た も の と し て 退 け 、 一 方 的 に 考 え

を 押 し つ け 支 配 し た 過 去 が あ る 。 限 り あ る 地 球 で 暮 ら す

我 々 に と っ て は も の ご と を 地 球 全 体 主 義 に 従 っ て 考 え る こ

と が 必 要 で あ る 。 そ の た め に は や は り 自 国 の 価 値 に 縛 ら

れ な い 、 様 々 な 国 の 文 化 を 受 け 入 れ よ う と す る 多 文 化 主

義 が 重 要 と な っ て く る 。

　 「 世 界 を 旅 す る 」 と い う こ と は 「 価 値 観 を 広 げ る 」 と い う

こ と で あ り 、 持 続 可 能 な 地 球 を つ く っ て い く と い う 点 に お

い て も 非 常 に 重 要 で あ る と 考 え て い る 。 ト マ ス ・ ク ッ ク が

新 た な 団 体 観 光 ツ ア ー を 企 画 し た こ と は 、 世 界 中 の 誰 も が

視 野 を 広 げ る 機 会 を 得 た と い う 点 に お い て 大 き な 影 響 を

も た ら し た 。

参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 参 考 解 答 で は 、 問 題 文 に 記 さ れ る 団 体 観 光

旅 行 が 与 え た 人 々 の 社 会 に 対 す る 捉 え 方 へ の

影 響 を 読 み 解 き 、 現 代 の グ ロ ー バ ル 化 す る 社

会 に お け る 多 様 な 価 値 観 を 取 り 上 げ て い ま す 。

筆 者 が 多 様 な 社 会 を 受 け 止 め 、 面 白 い と 感 じ

る 立 場 を 明 確 に し て 、 「 世 界 を 旅 す る 」 こ と が

「 価 値 観 を 広 げ る 」 こ と に つ な が る と い う 考 え

を 論 理 的 に 記 述 し て い る 点 が 評 価 さ れ ま す 。
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 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 後 期 ﹈

以 下 の 文 章 は 、 山 﨑 鎮 親 『 半 径 １ メ ー ト ル の 想 像 力 』（ 旬 報 社 ／ ２ ０ １ ４ 年 ） か ら の 一 部 抜 粋 で す 。

こ の 文 章 を 読 み 、 「 社 会 と 人 間 」 を テ ー マ に 自 分 の 考 え を 、 ６ ０ ０ 字 〜 ８ ０ ０ 字 で タ イ ト ル を つ

け て 自 由 に 論 じ な さ い 。 。

問 題

　 「 か わ い い 」 は 子 ど も た ち 若 者 た ち の 日 常 語 と な っ て い る 。

さ ら に 「 仲 良 し 」 や 仲 間 た ち と の 共 通 性 を 確 認 す る ツ ー ル

と も な っ て い る 。「 こ れ 、 か わ い い 」 「 こ れ も か わ い い 」 と 連

続 す る 「 か わ い い 」 は 自 分 だ け の つ ぶ や き で は な く 、 相 手

に 提 示 さ れ 、 相 手 に 承 認 や 同 調 を 求 め る 発 話 で も あ る 。 こ

こ に は 、 「 か わ い い 」 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 社 会 的 文 脈 が あ る 。

　 「 か わ い い 」 文 化 の 担 い 手 た ち は お 互 い 友 だ ち で あ っ た り 、

「 仲 良 し 」 で あ っ た り す る 。 た と え ば 、 「 ね っ 、 こ れ 、 か わ い

い で し ょ 」 と 話 を ふ ら れ 、 友 だ ち の も っ て い る ア イ テ ム に 「 か

わ い い 」 と い う 。「 ど う 、 か わ い い 」 と ふ ら れ 、 新 し い 髪 型 に

「 か わ い い 」 と 伝 え る 。 こ れ は 評 価 で あ る と 同 時 に 同 意 と い

う 面 も 含 ま れ る 。「 か わ い い 〜 」 は 仲 間 か ら の 同 意 の 「 か わ

い い 〜 」 で あ り 、 相 手 か ら の 承 認 を 得 る た め の 「 か わ い い 〜 」

と い う 面 を も つ 。「 わ た し は 、 あ な た が か わ い い と い う も の

に 、 お な じ く か わ い い 、 と い う 」 。「 か わ い い 」 の 社 会 的 文 脈

は 、 リ ー ス マ ン が 消 費 社 会 の 若 者 文 化 の 特 性 と し て 指 摘 し

た 「 他 者 指 向 型 」 （ 注 １ ） に お け る 同 調 競 争 と み る こ と が で

き る だ ろ う 。

　 だ か ら 、 こ の 「 か わ い い 〜 」 に は 「 小 舟 の 同 乗 者 」 た ち の 緊

張 関 係 と い う 面 も 含 ま れ る と 考 え る こ と が で き る 。「 か わ

い い 〜 」 は 感 情 交 流 的 で あ る と 同 時 に 、 感 情 排 他 的 で も あ

る 。「 か わ い い 〜 」 と い う メ ッ セ ー ジ は 、 お 互 い に 感 情 の シ ン

ク ロ を 要 請 す る メ ッ セ ー ジ で も あ る 。「 か わ い い 〜 」 を 軸 に 、

「 仲 良 し 」 集 団 の な か で 感 情 が 交 換 さ れ 、 感 情 共 同 体 と し

て の 「 か わ い い 」 集 団 の 「 仲 良 し 」 性 が 確 認 さ れ る 。

　 「 か わ い い 」 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 「 仲 間 」 の 間 で の 儀 礼 で

あ り 、 「 か わ い い 」 は 承 認 を 得 る た め の 魔 法 の 言 葉 と な る 。

し か し 、 同 時 に 「 か わ い い 」 は 排 他 的 な 意 味 を 併 せ も つ 。「 か

わ い い 」 は 「 か わ い く な い 」 を と も な っ て い る 。 あ る も の が 「 承

認 」 と 同 調 を も と め て 「 か わ い い 」 と 発 し て も 、 か な ら ず し

も 「 か わ い い 」 と い う 同 調 が 返 っ て く る と は か ぎ ら な い 。「 仲

間 か ら の 承 認 」 は 得 ら れ な い か も し れ な い 。

　 こ う な る と 「 か わ い い 」 が 交 換 さ れ る 「 仲 良 し 」 関 係 は 緊

張 を 孕 ん だ 関 係 と な る 。「 他 人 指 向 型 」 で 示 さ れ た よ う に 、

「 か わ い い 」 と 承 認 さ れ 同 調 さ れ る か を 探 り な が ら 、 「 か わ

い い 」 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 展 開 す る 。「 ち ょ っ と し た ち が い 」

に 「 さ り げ な く 」 気 を 遣 い つ つ 、 相 手 の 承 認 が 得 ら れ る の

か ど う か 、 「 仲 良 し 」 が 維 持 さ れ る の か ど う か に つ い て つ

ね に レ ー ダ ー を 張 り め ぐ ら せ て 「 か わ い い 」 が 交 換 さ れ る 。

　 教 室 と い う 空 間 に 目 を 移 し た ら ど う で あ ろ う 。 一 定 期 間

一 緒 に い る こ と を 「 強 要 」 さ れ た な か で 、 さ ら に 「 仲 良 し 」 と

な る こ と フ ォ ー マ ル に は 求 め ら れ る な か で 、 お 互 い の 顔 を

う か が い 、 「 空 気 」 を 読 み な が ら 、 あ る い は キ ャ ラ を 繰 り 出

す と い う 人 間 関 係 が 生 ま れ る の だ ろ う か 。 そ う で あ れ ば 、

お 互 い の 顔 を う か が い 、 「 空 気 」 を 読 み な が ら 、 感 情 や 言 葉

の 交 換 が さ り げ な く な さ れ る 関 係 が 生 ま れ る の で は な い か 。

そ れ は あ た か も 「 神 経 戦 」 の 様 相 を 呈 し て い る の か も し れ

な い 。 ど こ ま で が 大 丈 夫 な の か 、 周 囲 の 輪 郭 を 注 意 深 く 探

り な が ら け っ し て 危 険 水 域 に は 踏 み 込 ま ず 、 侵 犯 し な い よ

う に 、 で も 探 り の ソ ナ ー は つ ね に 発 信 さ せ る と い う 深 海 で

繰 り ひ ろ げ ら れ る 神 経 戦 。 潜 水 艦 ゲ ー ム の よ う だ と も い

う こ と は で き る の だ け れ ど も 。

（ 注 １ ） 「 他 者 指 向 型 」 ： ア メ リ カ の 社 会 学 者 で あ る デ ヴ ィ ッ ド ・ リ ー ス

マ ン が 、 『 孤 独 な 群 衆 』 の な か で 定 義 し た 人 間 の 社 会 的 役 割 の 一 つ 。 人

が 自 分 の 嗜 好 で は な く 他 人 の 嗜 好 に 同 調 す る こ と を 意 味 す る 。
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論
文

孤 独 と 向 き 合 う 勇 気

　 子 ど も た ち 若 者 た ち の 日 常 語 と な っ た 「 か わ い い 」 と い

う 言 葉 は 共 通 性 を 確 認 す る ツ ー ル と な っ た 。「 か わ い い 」 は

同 意 と い う 意 味 を 含 む 言 葉 と な っ た と い え る 。 し か し そ の

「 か わ い い 」 に 同 調 が 返 っ て こ な い 場 合 も あ る 。 現 代 の 若 者

た ち は そ れ を 恐 れ て 、 自 分 を さ ら け 出 せ ず に 神 経 を す り

減 ら し て い る と 課 題 文 で は 述 べ ら れ て い る 。

　 現 代 社 会 は イ ン タ ー ネ ッ ト 化 が 進 み 、 誰 と で も 気 軽 に コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と れ る 時 代 と な っ た 。 そ の こ と に よ り

現 代 の 若 者 は 孤 独 に な る こ と が 少 な く な り 、 孤 独 に な る

こ と を 恐 れ て い る 。 ネ ッ ト い じ め な ど の 問 題 が 取 り 上 げ ら

れ る こ と で 「 孤 独 」 ＝ 「 い じ め 」 と い う イ メ ー ジ が 若 者 に 定

着 し て し ま っ た の で あ ろ う 。 し か し 孤 独 に な る こ と も 時 に

は 必 要 だ 。

　 人 間 は 他 人 と の 関 係 が 不 可 欠 な 一 方 で 孤 独 に な る 時 間

も 大 切 で あ る 。 孤 独 な 時 間 は 自 分 を 見 つ め 直 す 良 い 機 会

と な る 。 自 分 は ど う い う 人 間 な の か 、 今 何 を し た い の か な

ど 明 確 に な る 。 さ ら に 言 え ば 自 分 に 自 信 を 持 て 、 日 頃 神 経

を す り 減 ら し て い た 友 人 の 前 で も 自 分 を さ ら け 出 す こ と

が で き 、 良 い 友 人 関 係 を 築 く こ と が で き る 。 孤 独 な 時 間 こ

そ 有 意 義 な 時 間 で あ り 、 我 々 に 力 を 与 え て く れ る 。 孤 独 を

恐 れ て は な ら な い 。

　 様 々 な 情 報 が 行 き 交 い 、 日 々 、 変 わ り 続 け る 現 代 社 会 で

求 め ら れ る の は 「 個 性 」 で あ る 。「 個 性 」 は 人 間 を 形 づ く っ

て い る 存 在 と い っ て も 過 言 で は な い 。「 個 性 」 が 無 く な っ て

し ま え ば 人 の 皮 を か ぶ っ た ロ ボ ッ ト 同 然 で あ る 。 そ ん な 「 個

性 」 を 失 わ な い た め に も 我 々 、 特 に 子 ど も た ち や 若 者 た ち

は 孤 独 な 時 間 を 大 切 に す べ き で あ る 。 孤 独 と 向 き 合 い 、 神

経 が す り 減 る 社 会 か ら 脱 し 、 自 分 を 見 つ め 直 す こ と で 未

来 が 見 え て く る 。 現 代 社 会 に 生 き る 我 々 に 必 要 な も の は

孤 独 と 向 き 合 う 勇 気 な の で は な い だ ろ う か 。

参 考 解 答

評 価 ポ イ ン ト

　 多 く み ら れ た 解 答 は 、 著 者 の 意 見 に 賛 意 を

示 し な が ら 、 Ｓ Ｎ Ｓ に お け る 同 調 圧 力 を 自 ら

の 経 験 と し て 語 る も の で し た 。 こ れ が 完 全 な

る 的 外 れ と は 言 え ま せ ん が 、 内 容 と し て は 課

題 文 に 書 か れ て い る テ ー マ や 論 点 を そ の ま ま

ほ か の 事 例 に 置 き 換 え て い る だ け で す 。 そ う

で は な く 参 考 解 答 で は 孤 独 の 大 切 さ 、 ア イ デ

ン テ ィ テ ィ の 重 要 性 を 自 ら の 考 え と し て 課 題

文 か ら 導 き 出 し て い ま す 。
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デッサン

●アドバイス
紙コップ、ロープといった日用雑貨はみなさんが日頃から目
にしているモノです。普段目にしているモノだからこそ改め
てしっかり観察する事から始めてみてください。また、モノ
と人（手）がどのように接しているのかも観察してみましょ
う。そして、沢山描いてみることが大切です。デッサンの評
価ポイントは「観察」「構成」「描写」の３つです。この評価ポ
イントに従って描いてみましょう。

（1）観察
「観察」のポイントは、モチーフが持っている情報を収集し、
それがどういうモノなのかを理解できているか？です。手
は骨格や筋肉のつき方など、皮膚の下にある構造を意識
することが必要です。各指の太さや長さ、手のひらの大き
さ、厚み、手首と腕の長さなど、それぞれの比率も重要なポ
イントです。また皮膚や爪などの質感表現は、「手らしさ」を
表す大切な部分です。日用雑貨も同じように構造的な観察
を行ってください。紙コップなどのモチーフは形や比率の正
確さが特に重要です。またコップの縁の膨らみや紙の薄さ、

持ったときの軽さ、ロープの柔らかさなど、その物らしさを
表す部分を見落とさないようにしましょう。

（2）構成
「構成」のポイントは、モチーフの組み合わせ方、そしてそれ
らを画面にどのように描いているか？です。まず手と日用
雑貨の組み合わせ方が重要です。モチーフそれぞれの「ら
しさ」が出るポーズ、アングル、組み合わせた時に立体的な
空間を作れているか等を注意深く確認しましょう。次に画
面にどのように配置するかですが、大き過ぎず、小さ過ぎず、
画面の余白との関係をしっかり確認して位置を決めましょう。

（3）描写
「描写」のポイントは、観察し構成したモチーフをしっかり
描き込まれているか？です。そのためには光の方向を定め、
陰影のつき方に矛盾が起きないようにしましょう。また、モ
チーフの手前と奥の描き込み密度、鉛筆の濃淡の使い分け、
観察や構成から得られた事を整理して描き込むようにしま
しょう。

出題内容 鉛筆によるデッサン
モチーフ：日用雑貨と手（片手・両手いずれも可）（全入試共通）

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
観察力：形、質、色などモチーフが持っている情報をどれだけ多く得られているか
構成力：モチーフの組み合わせ方、画面にどのように描いているか
描写力：観察して構成したものをしっかり描いてモチーフの特徴が第三者にも判るか

大学で用意するもの B3画用紙、下書用紙（A3、2枚）

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

鉛筆デッサン用具一式、カルトン（画板）またはパネル、カルトン用クリップ、フィキサチーフ（定着液は
試験終了時に限って使用可）
使用可：鉛筆（シャーペン可）、消しゴム（練り消しゴム含む）、鉛筆削り用具（カッター含む）、デッサ
ンスケール（デスケル）、擦筆、羽ぼうき（製図用ブラシ含む）、はかり棒、定規、ティッシュおよびガ
ーゼ（袋から出して使用）

※2022年度の出題概要は、「2022年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 180分

デ
ッ
サ
ン
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デ
ッ
サ
ン

与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：ゴムボール1個

総合型選抜入学試験［併願型］

参考解答

問題

評価コメント
両手を使って大胆に画面に構成して
います。試験時間内に両手までを描
写する事はリスクもありますが、モチ
ーフであるボールと掴んでいる指の
表情の描き込みで全体のバランスを
保っています。ボールを包んでいる様
な中心部分の空間もしっかり描かれ
ており説得力のあるデッサンです。
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デ
ッ
サ
ン

評価コメント
正面から大きく構図をとることで堂々
とした印象を与えています。ゴムボー
ルはツヤとハリを強く意識しながら描
き込み、手はシワをうまく拾いながら
皮膚や肉の膨らみを細かく観察して
います。素材感の対比が狙いとして
伝わってきます。親指で押してできた
微妙な変形をボールのつなぎ目を利
用して表現するなど、モチーフの扱い
方にも意図が感じられます。

評価コメント
ボールを指先で摘んでいる様な構図
でバランス良く画面に配置されていま
す。手とボールの色味の違いや質感
の違いがしっかり描き分けられており、
特にボールの丸みは良く出ています。
摘んでいる指とボールの空間は良く
かけているのですが、手首の描写が
少し弱くなっている点が残念です。
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デ
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サ
ン

評価コメント
全体的に中間色でまとめ、自然なやわ
らかさとスッキリとした空間を感じるデ
ッサンです。ボールは軸の方向を見せ、
手前（ボール）と奥（小指）の濃度に差
をつけることで距離感も出ています。
親指の付け根から第一関節にかけて
もっと強く描き込むことができれば、
画面全体に立体感が出せるでしょう。
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参考解答

与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：スポンジ1個

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

評価コメント
モチーフの柔らかさを出す構図で画面
に大きく描けています。スポンジの濃
い面を手前に向けて手とモチーフを描
き分けやすくしている点も評価できま
す。人差し指、親指、小指の３点で持
っている様子、力のかかり方などは手
首と親指の描き込みで表されており、
手のひらの空間も良く描けています。
描くべきところしっかり描いているバ
ランスの良いデッサンです。

評価コメント
画面の中の構成がよく考えられてい
ます。手は、親指と中指でスポンジを
挟みながら指のポージングを変化さ
せて右上の奥に流し、スポンジは手
とクロスさせるように右下の手前に出
しています。手の質感表現に比べて
スポンジが物足りない気がしますが、
指の影の落ち方や表面の細かい凹凸、
角の出方をよく観察して描き方の種
類を増やすと良いでしょう。
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評価コメント
人差指の上端とスポンジの右端を画
面いっぱいの位置に描き込んだこと
で画面に迫力と緊張感を与えていま
す。人差し指と小指は濃淡で差をつ
けることで奥行きがしっかりと表現さ
れ、スポンジをつまんだことで生まれ
た、親指・中指の空間も的確に表現
されています。さらに、押し込まれた
スポンジの弾力感を描くことで質感も
上手に表現できています。親指の存
在がわかりづらくなっていますが、中
指・薬指との関係を整理しながら描
くとさらに良くなるでしょう。

評価コメント
手前の人差し指と親指を主題におい
たポージングが画面に魅力を与えて
います。特に、親指・人差し指・中指
の間に生まれた空間がきれいに描か
れています。人差し指とスポンジと接
する部分の緊張感も良いです。一番
手前の親指をしっかりと描き込み、ス
ポンジを上へと押し込む動きでスポン
ジの表裏の違いや質感を表現するこ
とができています。中指・薬指・小指
にかけての表現が単調なので、ここ
にもう一つアレンジが加わるとさらに
良くなるでしょう。
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評価コメント
スプーンの金属感が映り込みや線の
硬さによってしっかり表現されていま
す。モチーフの大きさを正確に捉えて
おり、手との構図もバランスが良く、自
然な印象を受けます。手はしわの表情
が丁寧に描きこまれており、モチーフ
との対比が明確に描写されています。
スプーンを支える指にわずかに重み
がかかっている様子など細かいところ
まで観察していることが分かります。

参考解答

与えられたモチーフと、それを持つ手をデッサンしな
さい。なお、手は片手でも両手でも構わない。
モチーフ：スプーン1点

問題

 一般選抜入学試験［後期］
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評価コメント
鏡面のモチーフの立体感を映り込み
の描写によって表現することが出来
ています。有機的な指と無機質なモ
チーフとの対比が親指の周辺を中心
に細かく描かれており、固さと柔らか
さが表現されています。余白の配置
のバランスが良く、指を広げた動きの
あるポージングによって緊張感と軽快
感のある印象的な構図になっています。
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水彩画

●総合型選抜入学試験［併願型］ 出題のねらい
一般入試と異なり、限られた数（1～2）のモチーフで水彩画
の試験を行ないます。対象の構造を理解し、どこまで対象
に迫ることが出来るのかということが特に重要です。目前
の対象をただ写し取るだけでは無く、対象の細部まで丁寧
に観察して質感を捉えていこうとする姿勢、また対象の魅
力を引き出していく姿勢を重視します。

●総合型選抜入学試験［併願型］ アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。絵の具における色彩表現においては、自身の色
彩感覚を大切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に
描くことを心掛けてください。
対象を理解した上で、どのように表現するのかということ
を大切にしてください。そのためには日頃から自分が何に
心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、制
作に励んでください。

●一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験
［1科目利用］ アドバイス
対象の構造を理解し、どこまで対象に迫ることが出来るの
かということを重視します。形態を捉えることはもちろんの
こと、対象の細部まで丁寧に観察して質感を捉えていこう
とする姿勢、そして対象の魅力を引き出そうとする姿勢が
大切です。構想に対しての感覚も評価のポイントです。与
えられた対象を用いて、明確な意図を示した構図、構成を
期待します。
絵の具における色彩表現においては、自身の色彩感覚を大
切にして、積極的に色を探りながら筆で丹念に描くことを
心掛けてください。
5時間という限られた時間の中で魅力的な画面を作るには、
何を主題とするのかをしっかり見極めて制作することが重
要です。対象を理解した上で、どのように表現するのかと
いうことを大切にしてください。そのためには日頃から自分
が何に心惹かれるのか、何を伝えたいのかということを問い、
制作に励んでください。

試験時間 300分

出題内容 水彩画制作
［試験別モチーフ］
◯総合型選抜入学試験［併願型］：果物、野菜、無機物などの静物1～2点
◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］：花、果物、野菜、無機物など
の静物を数点

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯総合型選抜入学試験［併願型］
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で解釈、表現出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力を表現出来ているか

◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
描写力（技術）：対象から得た情報を個々の技術でいかに再現出来ているか
観察力：対象の形態、質感、色をどれだけ捉えることが出来ているか
発想力（独自の視点）：画面上において、対象から得た情報を独自の視点で咀嚼、表現出来ているか
構想力（構図）：対象を卓上で組み合わせ、それらを画面上で構築することが出来ているか
表現力（色彩表現）：色彩を用いて対象の魅力をいかに表現出来ているか

大学で用意するもの P12号の水張りパネル

受験者が用意するもの 水彩用具一式、筆洗、鉛筆、消しゴム、鉛筆削り、描画用具

※2022年度の出題概要は、「2022年度 学生募集要項」をご確認ください。
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水
彩
画

与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ：白菜、画用紙（紫）1枚

総合型選抜入学試験［併願型］

参考解答

問題

評価コメント
白菜の形態を理解し、表情や質感、色
彩に至るまで、観察がよくいき届いて
います。白菜をあえて斜めに配置して
広がりのある空間を意識し、それに対
して画用紙の配置、扱いにも工夫が
見られます。白菜の複雑な表情を筆
で丹念に描くことが出来ており、特に
白菜の光源側に対する描写の熱意が
伝わってきます。自らの視点を大切に
した表現が出来ている点に好感が持
てます。
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評価コメント
白菜の質感と特徴をしっかりと捉える
ことが出来ています。白菜の量感、重
さが伝わってきます。色彩表現におい
ては、白菜の様々な色彩を独自の感性
で柔らかく表現することが出来ていま
す。また、葉の部分の複雑な情報など
を通し、葉脈まで捉えようとする姿勢
がよく伝わってきます。白菜の下に敷
いた画用紙を観察し、質感まで表現
出来たらなお良かったでしょう。
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与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： 花（トルコキキョウ １本、カーネーション ２本）、花器、

ブロッコリー、リンゴ、マッシュルーム ２個、画用紙（水色）

問題

一般選抜入学試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］

参考解答

評価コメント
花と瓶を中心に据え、台に置かれた
対象を含めて全体的にバランスよく
配置された構成です。花周り、台上と
双方の空間の広がりも感じられます。
また、花、瓶、野菜果物とそれぞれの
対象の特徴をしっかりと捉え、質感と
量感を感じさせることが出来ています。
形態を捉えることに加えて、対象の細
部まで丁寧に観察して質感を捉えて
いこうとする姿勢、対象の魅力を引き
出そうとする姿勢に好感が持てます。

38



水
彩
画

評価コメント
メインとなる花、瓶、台に置かれた野
菜果物に至るまで、それぞれの対象
をしっかりと捉えることが出来ていま
す。配置構成も吟味され、 左からの光
源に設定した状況が美しく感じられ
ます。また、色彩表現においても質感
を捉えながら筆で丹念に描くことが
出来ています。特に、手前のリンゴの
質感、奥のブロッコリーの捉え方など、
細部まで行き届いた観察と対象の魅
力を引き出そうとする姿勢に好感が
持てます。
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一般選抜入学試験［後期］

与えられたモチーフを水彩にて描きなさい。
モチーフ  ： 花（デルフィニウム2本、フリージア3本）、
花器（ホーローポット、蓋）、バゲット、紫たまねぎ、リボン、雑誌

問題

参考解答

雑誌
（週刊誌）

参考解答なし
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油彩画

●アドバイス
総合型選抜入学試験［併願型］、一般選抜入学試験［前期・
専願・後期］、大学入学共通テスト［1科目利用］の各試験は、
それぞれ出題が異なります。　

総合型選抜入学試験［併願型］は、静物モチーフを油彩で描
く課題です。台に布を敷き、自然物や工業製品のモチーフが、
どの角度からも同じに観えるよう公平に配置されています。
描くときに気を付けてほしい重要なポイントは、台とモノの
関係やパースペクティブ、明暗、量感、質感など、基本的な
モノの捉え方です。工業製品である瓶やグラス、ブロックな
どが正確な比率で描けているか、自然物である野菜や果物、
植物がみずみずしく彩り豊かに描けているかなど、モノの
形態や特徴、色彩や存在感を意識することが大事です。ト
リミング（画面を切り取ること）は、モチーフの主役・脇役を
考え、全体的に小ぶりにならないように気をつけて下さい。
その際に背景の面積の空けすぎにも注意しましょう。モチ
ーフは切れ方や配置が不自然にならないように、大きさや
前後関係を考えながら画面の中で多少移動しても構いませ
ん。水平の台にモノが安定して置かれている状況や、空間
の繋がり（手前・中間・奥）を意識して描いて下さい。

一般選抜入学試験［前期・専願・後期］、大学入学共通テス
ト利用入学試験［1科目利用］は、自画像を油彩で描く課題で

す。テーマ内容やモチーフの課題に沿って、自身を自由に描
きます。従って総合型選抜入学試験［併願型］に比べて、よ
り自由で幅広い表現が可能です。自画像と背景との関係を
考慮しながら、ポーズが画面にどのように入るかを意識し
て下さい。出題テーマは、具体的な状況イメージを想定して、
モチーフ課題はそのモノをどのように扱い画面に入れるか
を考え、自然な状況を意識して描いてください。自画像の構
図は、顔を適度に大きく入れ、角度や動きを意識すると描く
ポイントや存在感を演出できますが、アイデア次第ではそ
うでなくても構いません。テーマから導かれる物語性や、モ
チーフの特性を捉えた個性的なアイデアを考えてみましょ
う。その際、あまり不自然な状況になり過ぎないように注意
して下さい。支給された鏡を活用し、自身の発想力を最大限
に活かしながら自画像を描いて下さい。

どちらの入試課題も構図は縦横自由です。油絵具（アクリル
絵具も使用可）の素材の特性や色彩、物質感を活かしなが
ら、筆やナイフ、布や指などを工夫して使い、自身の感性を
引き出すよう楽しく描きましょう。しかし5時間の短い試験
時間内ですので、過度なテクニックを求めてはいません。あ
くまで観察を基本に、対象を的確に捉えながら、しっかり描
いて下さい。積極的なアプローチを心がけ、絵心溢れる絵
画制作をして下さい。

出題内容 油彩画制作（アクリル絵の具も可）
◯総合型選抜入学試験［併願型］：静物油彩（Ｆ12号）
　器物、ガラス、野菜、果物など複数のモチーフがセッティングされた状況を描く
◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］：自画像油彩（Ｆ10号）
　テーマやモチーフの課題に沿って自画像（自身）を描く

評価のポイント 「思考力・判断力・表現力」を評価するため、以下のポイントを重視する
◯総合型選抜入学試験［併願型］
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：台上に置かれた複数のモチーフを、適度な大きさで画面上にトリミングし、描くことができ
ているか
空間表現：画面全体のパースペクティブ（遠近感）を把握し、物の前後関係や奥行き、そして背景と
の繋がりが描かれているか

◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］
描画力：対象の形態、質感、色彩を意識し、しっかり描くことが出来ているか
構成力：ポーズやモチーフの画面への入れ方、背景との関係を意識できているか
発想力：出題テーマやモチーフの魅力を引き出すためのアイデアを思考し、自然に表現できているか
素材の扱い：油絵具（アクリル絵具）の素材の特性や、筆やナイフなど画材の扱い方を理解し、活
かせているか

大学で用意するもの ◯総合型選抜入学試験［併願型］：F12号のキャンパス
◯一般選抜入学試験・大学入学共通テスト利用入学試験［1科目利用］ ：F10のキャンパス、鏡

受験者が用意するもの
（使用可能用具）

油彩画用具一式（アクリル絵の具も可）、描画道具

※2022年度の出題概要は、「2022年度 学生募集要項」をご確認ください。

試験時間 300分

油
彩
画
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画

総合型選抜入学試験［併願型］

油彩にてモチーフを描きなさい。

問題

参考解答

評価コメント
逆光の効果を活かし、手前の瓶の透
明感や存在感、野菜や果物の瑞々
しい描き込みが印象的な絵です。手
前から奥への目線の誘導が心地良く、
背景の描き方は抽象的ですが筆使い
がリズミカルに表現されていて、画面
の魅力を引き立てています。左右の
切れ端も意識的に描かれていて、空
間の広がりを感じさせます。
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評価コメント
野菜の入った中華鍋を大きくメインに
配置しながら、個々のモチーフをよく
捉えている作品です。ネギやブロック
のパースを意識し、台に置かれた状態
をしっかり描くことで、安定した画面
に仕上がっています。瓶の上を切って
背景の面積を少なくし、スプーンやネ
ギの先などの手前の状況を描くこと
で画面のスケール感を表現していま
す。グリーンの表現がやや似てしまっ
たのは残念です。
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一般選抜試験［前期・専願型］
大学入学共通テスト利用入学試験［１科目利用］

評価コメント
実直に自画像に向き合っている姿勢
がとても良く、身体の持つ量感や構造、
質感をよく踏まえて描いています。自
然な空気感が漂うような存在感を表
し魅力的な描画が窺えます。マスクの
模様やデザインは自由とする課題文
に対し反応していないのは残念です
が、マスクの持つ薄いリアルな表情が
克明に描写されていて評価できます。

マスクをした自画像を描きなさい。マスクの模様やデザインは自由とする。

問題

参考解答
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評価コメント
マスクをつけている様が如何にも息
苦しそうで、汗が吹き出し色彩と共に
表現している点は良いです。暖色系
の中に寒色を挟み込み、線的表現を
利用したリズム感ある筆致も効果的
です。よく描かれた正面の顔とマスク
に対して、首周りの構造や背景に回り
込む形態が表面的で弱く感じますの
で、観察を元に描画できると良いでし
ょう。
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評価コメント
私はしゃべらない、あるいはマスクは
外せない。×の禁止マークが無言のメ
ッセージを伝えているようです。斜め
横向きにしたポーズも良く、表現と相
まって光を意識した空間を自然に捉え
ています。また、コロナ禍を反映した
ような背景のぼかしも生きています。
形態を的確に捉えていますので、筆
運びや白色を単調にしない質感表現
を期待します。
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一般選抜入学試験［後期］

評価コメント
カラーシールを派生させて、暖色を基
調として補色の緑を効果的に使った
カラフルな色使いが豊かです。髪の
毛の色調やメガネの奥にあるしっとり
した目の表現がとても魅力的です。正
面向きの自画像に動きを与え、マスク
を取り外すような仕草を加えていると
ころは良いのですが、形が複雑に重
なる所が見づらくなっています。状態
を踏まえて描くと良いでしょう。

配付されたマスクを着用し、自由に自身を描きなさい。
（マスクは配付されたカラーシールで必ず装飾するこ
と。ただし、カラーシールは全て使用しなくともよい。）
モチーフ  ： マスク、カラーシール3種

問題

参考解答

油
彩
画
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英語 /国語 /数学

教科科目

49

出題範囲 コミュニケーション英語Ⅰ・Ⅱ
英語表現Ⅰ（筆記試験のみ）（リスニングテスト及びスピーキングテストは実施しない）

評価のポイント 英語の基本的理解力及び読解力

問題→ P.50～ P.59　問題解答→ P.72

英語 試験時間 60分

出題範囲 国語総合（古文・漢文を除く）

評価のポイント 日本語の読解力及び日本語による表現力

問題→ P.60～ P.67　問題解答→ P.73

国語 試験時間 60分

出題範囲 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ａ、数学Ｂ
空欄補充式（80点）と記述式（20点）による。数学Ａについては「場合の数と確率」、「図形の性質」
から1題を選択して解答する。数学Ｂについては「数列」、「ベクトル」から1題を選択して解答する。

評価のポイント 数学の基礎についての理解力

※数学において、基礎についての理解力に加えて、「思考力・判断力・表現力」を評価するために、過程を含めて記載を求める記述式問題を出題します。

問題→ P.68～ P.71　問題解答→ P.74～ P.76

数学 試験時間 60分

2021年度出題概要 ※2022年度の出題概要は、「2022年度 学生募集要項」をご確認ください。
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英 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　　問 題

9
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　
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英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　問 題
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9

英 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

英
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

国
語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

2
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　問 題

3
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語
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国 語　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

1

国
語

64



国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　

2
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　問 題

3
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国 語　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　

4

国
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の

袋
か

ら
3
枚

の
カ

ー
ド

を
取

り
出

す
。

こ
の

と
き

，
取

り
出

し
た

カ
ー

ド
の

数
が

3
枚

と
も

3
で

あ
る

確
率

は

_
__

__
__
で

あ
る

。
ま

た
，

3
枚

の
カ

ー
ド

の
数

が
す

べ
て

同
じ

で
あ

る
確

率
は

 
 
 
 
 
 
 
で

あ
る

。

ま
た

，
3
枚

の
カ

ー
ド

の
数

の
和

が
偶

数
で

あ
る

確
率

は
 
  

  
  
で

あ
る

。
 

 問
Ｂ
 

A
B

C
△

に
お

い
て

，
辺

B
C
の

中
点

を
M

と
し

，
∠

A
M

B
，
∠

A
M

C
の

二
等

分
線

が
辺

A
B

,

辺
A

C
と

交
わ

る
点

を
そ

れ
ぞ

れ
D
，

E
と

す
る

。
A

M
10

=
，

B
C

30
=

で
あ

る
と

き
，

A
D

と

D
B

の
長

さ
の

比
は

  
  

  
 で
あ
り
，

D
E
の
長
さ
は

  
  

  
 で
あ
る
。
ま
た

A
B

C
△

の
面
積
は

A
D

E
△

の
面
積
の

  
  

  
 倍
で
あ
る
。
 

ク
 

コ
 

ケ
 

サ
 

シ
 

ス
 

セ
 

ソ
 

タ
 

セ
 

タ
 

ソ
 

総
合

型
選

抜
入

学
試

験
【

併
願

型
】

用
 

 

A
 

D
 

C
 

B
 

S  

R
 

Q
 

P
 

第
１
問

，
第
４

問
は
必

答
問

題
で
あ

る
。
第
２

問
，
第

３
問
は

そ
れ

ぞ
れ
に

つ
い
て

1
問

を
選
択
す
る

問
題
で
あ

る
。（

第
1
問

～
第

3
問
の

配
点
は

8
0，

第
4
問
の
配

点
は

20
）
 

 第
１
問
（
必
答

問
題
）
 

次
の
各
問

の
 
 
 

に
当
て

は
ま
る

数
式

ま
た
は

数
値

等
を
，
解
答

用
紙
の

そ
れ
ぞ
れ

の
欄

に
書
き

な
さ

い
。
 

 

問
１
 

次
の
式

を
計
算

せ
よ

。
 

(
1
)
 

(
)(

)
3

4
2

2
x

x
x

−
−

−
=
 
 

(
2
) 

(
)

(
)

(
)

2
2

2
2

3
a
b

b
a
b

a
b

−
−

−
−

−
=

 
 

(
3
)
 

(
)

3
4

3
5

6
−

=
 
 

(
4
)
 

si
n

60
si
n

45
ta

n
60

co
s4

5
°

°
−

=
°

°
 

 
 

 問
２
 

1
辺

の
長

さ
が
a
の

正
方

形
A

B
C

D
に

お
い

て
，

図
の

よ
う

に
辺

AB
，

B
C
，

C
D
，

D
A

上
に

そ
れ

ぞ
れ

点
P
，

Q
，

R
，

S
を

A
P

=
B

Q
=

C
R

=
D

S
と

な
る

よ
う

に
と

る
。

A
P

=
x

(0
)

x
a

<
<

と
し

た
と

き
，

A
P

S
△

の
面

積
は

  
  

  
 で

あ
り

，
四

角
形

P
Q

R
S

の
面

積
は

__
__

__
_と

な
る

。
ま

た
，

四
角

形
P

Q
R

S
の

面
積

の
最

小
値

は
  

  
  

 で
あ

る
。
 

        

 

イ
 オ

 
カ

 

ア
 

ウ
 エ

 

キ
 

2
1
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数 学　 総 合 型 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 併 願 型 ﹈　　　

総
合

型
選

抜
入

学
試

験
【

併
願

型
】

用
 

  第
３
問
（

選
択

問
題
）

 
問

Ｃ
，
問

Ｄ
い

ず
れ
か

を
選

択
し
，

次
の

 
 
 
 
 
 
 
に

当
て
は

ま
る
数
式
ま

た
は
数
値

等
を

，
解
答

用
紙

の
そ
れ

ぞ
れ

の
欄
に

書
き

な
さ
い

。
 

 問
Ｃ
 

平
面

上
に

3
点

A
(2

，
1)

，
B
(

1
−

，
2)

，
C
(

2
1

+
，

2
)が

あ
る

。
こ

の
と

き
A

B


の

大
き

さ
は

，
A

B
|

|=



 
 
 
 
 
 
 
で

あ
る

。
ま

た
，

A
B


と

A
C


の

な
す

角
を
θ
と

す
る

と
き

，
co

sθ
の

値
は

 
  

  
  
で

あ
り

，
A

B
C

△
の

面
積

は
 
  

  
 
 で

あ
る

。
 

 問
Ｄ
 

数
列
{
}
na

 
:
 
 
3，

5，
9，

17
，

33
，

65
，
⋅⋅
⋅⋅
⋅⋅
 が

あ
る

。
こ

の
と

き
，
数
列
{
}
na

の
階

差
数

列
を
{
}
nb

と
す

る
と

，
一

般
項

は
nb
=
 
 
 
 
 
 
 
で

あ
る

。
こ

れ
よ

り
，

数
列
{
}
na

の
一

般
項

は

na
=
 
 
 
 
 
 
 
で

あ
る

。
ま

た
，

数
列
{
}
na

の
初

項
か

ら
第
n
項

ま
で

の
和

は
 
 
 
 
 
 
 
で

あ
る

。
 

 第
４
問
（

必
答

問
題
）

 
次

の
問
の

解
答

を
，
過

程
を

含
め
て

指
定

の
欄
に

記
述

し
な
さ

い
。
 

 

関
数

 
(
)

y
f
x

=
の

グ
ラ

フ
は

点
A
(
3，

4)
を

通
り

，
こ

の
グ

ラ
フ

上
の

各
点

(
x，
y)
に

お
け

る

接
線

の
傾

き
は

 
2

3
12

9
x

x
−

+
−

 
で

あ
る

｡こ
の

と
き

，
次

の
問

に
答

え
よ

。
 

(
1
)
 関

数
 

(
)

y
f
x

=
を

求
め

よ
。
 

(
2
)
 関

数
 

(
)

y
f
x

=
の

増
減

や
極

値
，

軸
と

の
交

点
を

調
べ

，
グ

ラ
フ

の
概

形
を

か
け

。
 

 

チ
 

テ
 

チ
 

ツ
 

テ
 

ツ
 

3
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数 学　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

一
般

選
抜

入
試

試
験

問
題

用
 

 第
１
問

，
第
４

問
は
必

答
問

題
で
あ

る
。
第
２

問
，
第

３
問
は

そ
れ

ぞ
れ
に

つ
い
て

1
問

を
選
択
す
る

問
題
で
あ

る
。（

第
1
問

～
第

3
問
の

配
点
は

8
0，

第
4
問
の
配

点
は

20
）
 

 第
１
問
（
必
答

問
題
）
 

次
の
各
問

の
 
 
 

に
当
て

は
ま
る

数
式

ま
た
は

数
値

等
を
，
解
答

用
紙
の

そ
れ
ぞ
れ

の
欄

に
書
き

な
さ

い
。
 

 

問
１
 

次
の
式

を
計
算

せ
よ

。
 

(
1
)
 
(

)(
)

3
2

2
3

2
3

ab
a

b
−

=
 
 

(
2
)
 

3
1

3
1

3
1

3
1

+
−

+
=

−
+

 
 

(
3
)
 

5
6

i
i

+
=
 

 
 

 
 
（

た
だ

し
，

iは
虚

数
単

位
）
 

(
4
)
 
(

)
(

)
2

2
si

n
co

s
si

n
co

s
θ

θ
θ

θ
+

+
−

=
 

 
 

 問
２
 

図
の

よ
う

に
，

B
C

10
=

，
A

C
6

=
，

C
90

∠
=

°の
直

角
三

角
形

A
B

C
の

辺
A

B
上

に
点

P
，

辺
B

C
上

に
点

Q
，
辺

A
C
上

に
点

R
を

と
り

，
長

方
形

P
Q

C
R
を

つ
く

る
。
P

Q
=

x
 (

0<
<

6)
x

，

P
R

=
y
と

し
た

と
き

，
y 
を

x 
の

式
で

表
す

と
y
=

  
  

  
 で

あ
り

，
長

方
形

P
Q

C
R
の

面
積

を
x 
の

式
で

表
す

と
  

  
  

 と
な

る
。
ま

た
，
長

方
形

P
Q

C
R
の

面
積

の
最

大
値

は
  

  
  

 で

あ
る

。
 

       

 

イ
 

オ
 

カ
 

ア
 

ウ
 

エ
 

キ
 

A
 

B
 

C
 

P
 

Q
 

R
 

一
般

選
抜

入
試

試
験

問
題

用
 

  

問
３
 

A
B

C
△

に
お

い
て

，
B

C
3

=
，

A
60

∠
=

°，
B

45
∠

=
°の

と
き

，
A

C
 =

  
  

  
 で

あ
り

，

面
積

は
  

  
  

 で
あ

る
。
 

 問
４
 

2
点

A
(0
，
0)
，
 B
（
0，

12
）
 か
ら
の
距
離
の
比
が

 1
 ：

 5
 で
あ
る
点

P
の
軌
跡
は
線
分

A
B
上
の

点
_

  
  

  
を
通
る
。
そ
し
て
，
点

P
の
軌
跡
は
中
心

  
  

  
 ，
半
径

  
  

  
 の
円
で
あ
る
。
 

 第
２
問
（

選
択

問
題
）

 
問

Ａ
，
問

Ｂ
い

ず
れ
か

を
選

択
し
，

次
の

 
 
 
 
 
 
 
に

当
て
は

ま
る
数
式
ま

た
は
数
値

等
を

，
解
答

用
紙

の
そ
れ

ぞ
れ

の
欄
に

書
き

な
さ
い

。
 

 問
Ａ
 

袋
の

中
に

同
じ

大
き

さ
の

赤
球

4
個

と
白

球
3
個

が
入

っ
て

い
る

｡
 こ

の
袋

か
ら

球
を

1
個

取

り
出

し
，
そ

の
球

と
同

じ
色

の
球

を
も

う
1
個

加
え

て
，

2
個

と
も

袋
に

戻
す

。
こ

の
操

作
を

2
回

繰
り

返
す

と
き

，
2
回

続
け

て
赤

球
が

出
る

確
率

は
 
 
 
 
 
 
 
で

あ
る

。
 ま

た
，

2
回

目
に

赤
球

が

出
る

確
率

は
 
 
 
 
 
 
 
で

あ
る

。
こ

の
操

作
を

3
回

繰
り

返
す

と
き

，
袋

の
中

に
赤

球
と

白
球

が
同

数
入

っ
て

い
る

確
率

は
 
  
 
  

 で
あ

る
。

 

 問
Ｂ
 

A
B

C
△

に
お

い
て

，
A

B
6

=
，

B
C

5
=

，
C

A
4

=
 と

し
，

A
∠

の
二

等
分

線
と

辺
B

C
と

の
交

点
を

D
，

A
∠

の
外

角
の

二
等

分
線

と
辺

B
C
の

延
長

と
の

交
点

を
E
と

す
る

。
こ

の
と

き
，

線
分

B
D

の
長

さ
は

 
  

  
 
 で

あ
り

，
線

分
C

E
の

長
さ

は
 
  

  
 
 で

あ
る

。
ま

た
，
辺

C
A

の

中
点

を
F
と

し
，
直

線
E

F
と

辺
A

B
と

の
交

点
を

G
と

す
る

と
き

，線
分

A
G

の
長

さ
は

 
  

  
 
_

で
あ

る
。

 

 

第
３
問
（

選
択

問
題
）

 
問

Ｃ
，
問

Ｄ
い

ず
れ
か

を
選

択
し
，

次
の

 
 
 
 
 
 
 
に

当
て
は

ま
る
数
式
ま

た
は
数
値

等
を

，
解
答

用
紙

の
そ
れ

ぞ
れ

の
欄
に

書
き

な
さ
い

。
 

 問
Ｃ
 

A
B

C
△

に
お

い
て

，
B

C
4

=
，

C
A

3
=

，
A

C
B

=
12

0
∠

° ，
辺

A
B
の

中
点

を
M
, 

辺
B

C

を
4

3
:

に
内

分
す

る
点

を
D
，

辺
C

A
を

1
2

:
に

内
分

す
る

点
を

E
と

す
る

｡
C

A
a

=



，

C
B
b

=



 と

し
て

，
 
C

M


と

M
E


を

 
a
，
b
 を

用
い

て
表

す
と

，
C

M
=




 
 
  

 
  
，

M
E
=




_
_
_
__

_
_で

あ
る

。
ま

た
，

M
E


と

M
D



の
内

積
は

  
  

  
 で

あ
る

。
 

 

 
 

チ
 

タ
 

ツ
 

ク
 

コ
 

ケ
 

サ
 

シ
 

ス
 

セ
 

ソ
 

セ
 

ス
 

ソ
 

2
1
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数 学　 一 般 選 抜 入 学 試 験 ﹇ 前 期 ・ 専 願 型 ﹈　　　　

一
般

選
抜

入
試

試
験

問
題

用
 

  

問
Ｄ
 

正
の

偶
数

の
列

を
次

の
よ

う
な

群
に

分
け

，
第
n
群

に
は
(

)
2

1
n
−

個
の

数
が

入
る

よ
う

に
す

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
2 

  
| 4

，
6，

8 
| 1

0，
12

，
14

，
16
，

18
 | 
⋅⋅
⋅⋅
⋅⋅

 
 

 
 

 
 

  
第

1
群

  
  
第

2
群

  
  

  
  

  
第

3
群

 

こ
の

と
き

，
第

8
群

の
最

初
の

数
は

 
  

  
  
で

あ
り

，
第

8
群

に
含

ま
れ

る
数

の
総

和
は

 
  

  
  
で

あ
る

。
ま

た
，

第
n
群

に
含

ま
れ

る
数

の
総

和
は

 
  
 
  

 で
あ

る
。

 

 

 第
４
問
（

必
答

問
題
）

 
次

の
問
の

解
答

を
，
過

程
を

含
め
て

指
定

の
欄
に

記
述

し
な
さ

い
。
 

 

あ
る
国
の
太
陽
光
発
電
量
は

1
年
に

20
%
ず
つ
増
加
し
て
い
る

。
ま
た
，
風
力
発
電
量
は

1
年
に

25
%
ず
つ
増
加
し
て
い
る

。
こ
れ
ら
の
増
加
の
比
率
は
当
分
続
く
と
仮
定
す
る
と
き
，
次
の
問
に
答
え
よ
。 

た
だ

し
，

10
lo

g
2

0.
30

10
=

，
10

lo
g

3
0.

47
71

=
と

す
る

。
 

(
1
)
 
20

%
の

増
加
は
前

年
比

で
何
倍

と
い

え
る
か

｡
 既

約
分
数

で
示

せ
。
 

(
2
)
 4

年
後

の
太

陽
光

発
電

量
は

現
在

の
約

何
倍

と
い

え
る

か
｡
 整

数
値

で
答

え
よ

。
 

(
3
) 
太

陽
光

発
電

量
が

は
じ

め
て

現
在

の
10

倍
以

上
と

な
る

の
は

何
年

後
で

あ
る

か
｡
 整

数
値

で
答

え
よ

。
 

(
4
)
 現

在
の

風
力

発
電

量
は

太
陽

光
発

電
量

の
2
分

の
1
と

し
て

，
風

力
発

電
量

が
太

陽
光

発

電
量

を
超

え
る

の
は

何
年

後
で

あ
る

か
｡ 
整

数
値

で
答

え
よ

。
 

 

チ
 

ツ
 

タ
 3
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英語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

英語　一般選抜入学試験［前期・専願型］解答

■第1問
A （1）４　（2）５　（3）１　（4）３　（5）２

B （1）４－２－１－３　（2）３－４－２－１

C （1）１　（2）２　（3）３　（4）４　（5）２　（6）１　（7）３　（8）３　（9）１　（10）４　

 （11）１　（12）１　（13）１　（14）３　（15）２　（16）４

D （1）４　（2）１

■第2問
A （1）４　（2）２　（3）３　（4）３　（5）［1］２　［2］４　［3］１　［4］３　

B （1）［1］２　［2］４　［3］３　［4］２　［5］１

 （2）［6］３　［7］３　［8］１　［9］４

 （3）［10］１　［11］１　［12］２

 （4）［13］  The concept of the core of do practice is to become one with the action. Not thinking but 

doing is the essence of do practice.

　　　　　　　 ［14］ Zen masters’ teaching mainly involved having students imitate the movements of the 

master. In repeating the movements, students learned to get rid of their thoughts, so that 

they might experience the eternal now.

■第1問
A （1）３　（2）２　（3）５　（4）１　（5）４

B （1）３－１－４－２　（2）４－２－３－１

C （1）４　（2）４　（3）１　（4）４　（5）３　（6）１　（7）４　（8）１　（9）２　（10）４　

 （11）１　（12）２　（13）１　（14）２　（15）３　（16）３

D （1）３　（2）１

■第2問
A （1）２　（2）４　（3）１　（4）５　（5）［1］３　［2］２　［3］４　［4］１　

B （1）［1］３　［2］２　［3］４　［4］３　［5］２ （2）［6］１　［7］３　［8］４　［9］２

 （3）［10］２　［11］３　［12］１

 （4）［13］  Japanese mothers want their children to be part of the group. The group is all important in 

Japan because the historical need for cooperation in rice-growing. American mothers want 

their children to become strong individuals, again for historical reasons, connected to the 

pioneering spirit that helped Americans settle the country.　　　　　　　

　　　　　　　 ［14］  Negative children may have poor role models to copy; children may become passive and 

lose their individuality in the group. Positive less stressful for parents and children; children 

learn how to cooperate with other members of the group.

英
語（
解
答
）
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国語　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

国語　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■問1 ①空疎　②起居　③鮮明　④無邪気　⑤性急

■問2 エ 

■問3 

　Ⅰ 共通に理解　―　なって行く
　Ⅱ 争って専門　―　せっている

■問4 

　Ⅰ 知識にすぎないものの足し算
　Ⅱ １） ひとつの暗黙の了解のようなもの　２） 言葉に出して教えられぬもの

■問5 暗黙の了解

■問6 エ

■問7 
 　Ⅰ 身辺のあら　―　仕事である
　 Ⅱ 本来ならばあらためていう必要もな
　 Ⅲ 奇妙な　
　 Ⅳ 文明が病んでいるということの証拠

■問1 ①から　②掲載　③示唆　④駆使　⑤顕在　⑥またた　⑦ゆる　⑧変遷

■問2 

　Ⅰ 属性を挙げて対象を記述すること
　Ⅱ 対象の本質を明示的に記述すること　※順不同 

■問3 

　Ⅰ 互いに他を写した対構造
　Ⅱ “自己複製 ”システム　（別解）自己複製を行うシステム、自己複製機構、生命の “自己複製 ”システム

■問4 

　Ⅰ ナチュラリスト　（別解）今西錦司のようなナチュラリスト
　Ⅱ 生命体とは　―　に過ぎない

■問5 生命の仕組みを分子のレベルで解析すること

■問6 予測と違っ　―　も書けない　ので

■問7 

　Ⅰ ⅰ 動的なもの　ⅱ 動的な平衡状態　ⅲ 動的平衡　※順不同
　Ⅱ ⅰ プラモデルのような静的なパーツから成り立っている　ⅱ パーツ自体のダイナミックな流れの中に成り立っている

■問8 エ

■問9 生命とは何か

国
語（
解
答
）
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数学　総合型選抜入学試験［併願型］ 解答

■第1問
問1 ア　　　　イ　　　　ウ　　　　　　　　エ

問2 オ　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　キ

問3 ク　　　　　　　　　ケ

問4 コ　　　　サ　　　　シ・ス

■第2問
問 A  セ　　　　ソ　　　　タ

問 B  セ　　　　ソ　　　　タ

■第3問
問 C  チ　　　　ツ　　　　　　　テ

問 D  チ　　　　ツ　　　　　　　テ

■第4問
（1）

（2）

数
学（
解
答
）

※順不同

より

より

について

のとき より

は で割り切れる は を通る
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数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

■第1問
問1 ア 　　　　イ　　　ウ　　　　　　エ

問2 オ 　　　　　　カ 　　　　　　　　キ

問3 ク 　ケ 　　　

問4 コ　　　　　サ　　　　　　シ

■第2問
問 A ス　　　　セ　　　　ソ

問 B ス　　　　セ　　　　ソ 

■第3問
問 C  タ　　　　チ　　　　　ツ

問 D  タ　　　　チ　　　　　ツ

■第4問
（1）

（2）

（3）

数
学（
解
答
）

を解く

による

年後

約 倍
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（4）

数学　一般選抜入学試験［前期・専願型］ 解答

数
学（
解
答
）

を解く

年後
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進学相談会
開催場所や日程は大学HPをチェック ！
進学相談会では相談コーナーのほか、さまざまな資料の
配布を行います。また、美術系大学のみの相談会場で
は入試参考作品の展示も行います。参加無料、事前申
込も不要です。保護者の方もぜひご来場ください。

オープンキャンパスに参加しよう ！
2021年 7月31日（土）・8月1日（日）

合格者である在学生や教員と話ができる「相談コーナー」や、入試の対策講座、
入試参考作品の展示など入試の準備としても、とても役立つイベントです。この機
会をお見逃しなく ！

@tuadと友だちになろう！

LINEアプリの友だちタブを開き、画面右上にある友だち
追加ボタン＞［ID検索］をタップして、登録してください。www.tuad.ac.jp/adm/soudan/

•LINE相談会に参加できる
•イベント最新情報をゲットできる

芸工大の公式LINEアカウントに登録すると…

※実施内容は変更になる
　場合がありますので、
　必ず右のQRコードから
　大学HPをご覧ください。
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